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時 の 言 葉

家を建てると云 lj 4.11は人々の一生一代の念顕である。人々が夫々に立身し、出世し、 J) Jli 記今

名遂げて、一生一代かかって作りあげた表徴が採であった。家と云うものはその織にして建っ

て来た。そうして部落が出来、村が出糸町が出来、都市が出来た。所で、e ! ¥程差機} ご念願し

希求して出来た家が、来 してそれ程良いものであっただろうか、否、無論それはそれ柑出の意

義が満足されたであろうが、今や若々はそれ等の多くのものを否定せざるを得ないのである。

と云うのは家に就ての間違った観念、叉端的に云えば科判句合理性の飲序か、家を以に ヌ ｪ＾Ｚ 歩 ｾＢの

目的に、つまり人聞の文化的な幸福に合致させなかったからでらる。

家を見得や外聞や誇示や尉目にわづらわされて、生活の哀のらり方を没却 して考えていたか

らなのである。良い住宅と云うものは、良い生活内容を草されていると云号事である。それなら

良い生活内容とは何であ るか、それは家放の健康、衛生、休息、栄位、能率、慰安、育児、同

祭、社交等の良さを云うのである。そうしてそれらは、家族の制度と云う事まで討議され、人

聞の生活昌也としての最・も文化的な幸福を追求する綿に於て肯定し得るものてむければなら な

いのである。併せて、それらの生活内容を容れる囲いであるところの建築の耐久、防災‘ 経済

性が考慮され、社会的共同体と してのあり方まてーに考え重っていむければならない。之等の考

慮は自ら、住居の位置、容税、巡撹あり方を決定するものなので為る。こう云う事は既に討 議

され研究されている。然しかん じん な事は、この理想が実現される為の、社会の積極性と理解

の点でらる。

社会経済が社会推進の基盤であるとは云え、理解と云号ものがあるなら自らその方向への積

極性は保持されるのでらる。マルセイユにユルピヂユ による初∞人枚容の高層住宅が 1昨年10

月から治工されている。あの苦しい中にあって 7 ラゾスが理想追求への激しい意慾を示してい

るのは、何よりも文化への理解を意味しているのでらる。吾々はその高さに敬服すると同時に

吾々自体カしこの理解と絞磁性と弱気女持ちたいと希うものなのである。
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A  H O U S E  I N R O Y A L  O A K S  B Y  S U M N E R  S P A U LDl N G  J O H N  R E X .  

A R C H I T E C T S  C.  G .  D E  S WA R T E .  S T R U C T U R A L  E N G I N E E R  

ヤノレ ・ オ ク に 建 て ら れ た 家

建 築 家

構造技術家

サム十一・スバウルテインタとジョン・レヴクス

シ・ジ・ディスワート

2. ロジアは居間に続き台所に便利 な所にゐる n プールは

fl 昔十の中心になって 居る 、ロ ジアとプ ールの周りには

" 射媛房の設備が< 1 J IJ 寒 い娩で 色気持よ〈逃せる。

1. 居間の緩炉はガラスで図まれている，色は禍色調

の緑と柿色でアタセゾトがつげてゐる。



モ ーダン在 小住宅のー園地

A ・ローレンス・ミリア一般計

者の製品や耳x . f寸法等の型式に統制を欠〈 ことに起因して

い る。しかし会体として外観色機能も具合よ〈処理きれ

て居 b、現在の商業の レベルでのIJ、住宅としては好例! と

見てよかろう。

48戸のIJ 、住宅から成る比の団地住宅は なt: らかな丘を 面白いことは 5 年前から ロスアゾゼノレス地方で行われ

背にした〈るみ園 ｌ こあって 、 その完 成 ももう 近 し、。とｾ tこの と会〈同じ条件で、同じ建設業者ーによって建てられ

どりの立菌、素地のま、のレッドウヅ ド、 それに賞、得 ていることで ある。ノj、敷地を戸外生活によ b良 〈利用す

緑の外壁など全体 として調和 の とれた美しきで ある。 ること、モダーゾな外観が一般の人 々の気に入 るかどう

平面は75m2 及び7 0 m
2

の二寝室塑 と、 9 0 m
2

の三寝室
かをテストすること等を目標にしてはいるが、都心に近

型。立面は 7 種類に分れている。何れも単純且開放的で
い所で受げるうるさい要求のあま bない土地 に住 宅 を建

3 Gmx17m の敷地 に戸外生活、サ ー ピス、庭園等のスペ て完 bすると云うことが主限でゐった。

ースが具合よ〈配置されている。 一般の人々にうけると云う こと が建て売り住宅 には最

F H A( 聯邦住宅改善管理局〉の忌俸にふれないようモ も王重要な こと てが、建設業者も、資本家も販売業者 色金

〆ーゾなデザィ γ でも可成 b制限された煎援でもって設 磁の iffi で従来のものとは比較にならぬにも拘らす¥ 比の

計されているので所謂“ tract pract i ce" のま思考書 t 大差 種の斬新な計画ぞ希望しτいる 。

がない。それでも費用 の点や “ nor mal tract  pract i ce" ( ア ート・ アゾド ・アーキテケチユア誌1950年

によって細部は相当変ったo ，l: 言 うのがそ の大部分が業 ＱＱ 月号・よｾ Ｉ

4  
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: t 2. 鋼工事
;-r ll 繍 工号事
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卒 面 図 説 明

A 玄 関 1  Ｑｾ＠ 所

B 書 斎 G ( 4. 5) 帖 J 浴 室

C 居 間1 3  ｾｉ 占 K 脱衣兼洗面所

わ 草生 ｦｦｾｬ＠ 8  中占
L  ij! ji 下

E 茶 の間4. 5( 6) 帖
M パ ル コ ニ ー

F 台
所 N 床 ノ 問

G 洗 濯 場 0 押
入

H 焚 口 室 P 番 棚

〈 北 外 観〉

大 阪 高 等 裁 判 所

同 心 町 ア パ ー ト

〈 居 間 )

位 置 大阪市北区南同心町二丁目一番地

設 計 最 高 裁 判 所

施 工 株 式 会 社 戸 間粗大阪支底

工 程 自昭和25年3 月至昭和羽生日月仁一期並ニ二期工事通算〉

建築面・積 建 坪 !?4. ＷＸ 坪延坪 ＳＴＵＮＵＲ 坪 Ｑ 戸当 ｾ ａ ・ Ｒ ＱＮ 20坪 B .. . 19.  20坪

構造紙要 鉄 筋 コγ グリ ート 壁体構造、半地下・・1 地上・ 3 計 4階

6  



〈 内 外 観 )

タト 裟 外 壁 0 ・・・・色 モルタ ル 掻 落 シ 仕 上 鉄 都 ア イ グ オ リ ーベゾキ塗

玄関廻 b及腰 ・ー 人 造 石 洗 出 し 仕 上

内 装 階 段 室 ー ーー床色 モルタ ル巾木色モルタノレ腰モル !t J レベ Y キ 仕 上 壁 及 天 井 プ ラ ス タ ー 仕 上

玄 関… … 床磁器タイル、 巾木人造石洗出シ壁砂銭、梓縁天弁仁杉赤柾〉

廊 下 ー・・床格後甲板

居 間 書 斉 ・茶の間 ーーー 盈 術 後 表、控 策 大 津 梓縁天弁ー仁杉赤板目 〉

客 間 H  壁 砂 塁走 H  仁 杉 赤 塩E) 半 間 床 付

台 所・・・床袷橡甲板、盛及天井プラスタ ー仕上、 調 理 台 及 コ ゾ ロ 台 鋼 板 張 り 戸 棚 共 ?

エス仕上、届喜一部タイル援 b

使 所 及 浴 室 ・ ・ 床 モ ザ イ グ タ イ ル 、 腰 タ イ ル 壁プラスタ ァ、一手 弁 打 土、木部ベ γ キ 塗

目覚衣兼洗箇所・ 床 検 検 甲 板 一 部 モザイ クF イノレ、腰 F イル、壁及天井プラス ! t -

焚 口 室… . . モルタル塗刷毛事I

洗濯場及バ J レコニ 戸、床モルタ ル塗白地切、

〈 護 所 〉
〈 浴 窓 〉 〈玄 関 〕

ー
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応接室

スト 【プ サ ゾ ド ス ト ー ゾを加工

、切取積みとし軟かみ

を? 出してゐる。

ラ堤 弁 杉 面 皮 化 粧 梁

壁 漆 喰 塗 b コゾピネーシ

ョγ 仕 上

Y 氏 邸

( 兵庫県夙川)

設 計 ・ 施 工 大 林 組

竣 工 昭 和25年 11月

基 礎 住 吉 ) IJ si ' i 玉石化粧積ミ

外壁 ク リ ー ム 色 モ ル タ J レ掻仕上

木 部 オ イ ル ス テ イ ゾ 塗 h

屋 根 泉 州 接、 日 本 瓦 慈 キ



S  氏

( 兵車県御影)

( 玄 関〉

設 計 ・ 施 工 大 林 組

事 費 工 昭 和25年 12 月

基 礎 住 吉 川髭玉石化粧絞ミ

外壁腰ｾ 板貼 ｨ オイルステイゾ重量 ｢

小壁、 ク リーム 色スタツコ仕上

屋 根 黒 色 日本瓦葺キ

応 接 室 床 ・ー竪木フロ ーリ ゾタ姑 b、オ

イルステイ、ラック仕上

壁 一 色 漆 喰 大 峻 仕 上

天弁・・舟底 天井、化粧紫、授肌ベ

γ キ仕 上

木 部 ーベ ゾキ塗 b

Ａｩｾ＠

(1) 民 民 国a

¥ヘ aγ s

すのい

W

・

・

に

0

0

0
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〈外 観〉

i

 

'

E

E
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村 邸

〈護軍主〉

設計施 工 株 式会社ゐめ bか屋

位 置 大 阪 古 東 区天神 橋

竣 工 昭 和25年11月

建築面積 1階・・63. 20坪 合計・・・ 77. 82

2階 一 14. 08〈洋 気〉

「 ＭＭ ＡＢ Ｎ ，ｬｯ［ｲ τ ごｲＭ ＧＱ ｾＢ寸

寸

1  

J  

( 二 階 平 面 図〉

u ・→ 向 上 ペ ・-t r - 二土こ・・了 '.u J _ _  I山

階 平 面 図

10 



構 造 概 要

タト 裟 木造二階主主度線、 烈、 S

1M瓦主主キ 外 部モ ル タノレ

カキ落シ

内 装 洋 室 漆 喰 ベ ゾ キ 仕 上

実皇室木摺下地砂峻仕上

床 槍 フ ロ ー リゾグニt 附

タイル 張

天井、漆喰天井、竿縁

天井、打上天井、

( 居 間 )

〈 食 堂 〉

( 子 供 箪 〉

11 
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11 護 所

12 浴 窺

13 便 所

14 テレス

C 狸 19. 70梓

卒面図説明

1 ポーチ Ｖｾ ノ問

2 玄 関 7  ｾ量寝

3 ホー 1" 8 吹ノ間

4 ロー カ 9 押 入

5 居 間 10 ｾ量問 Ｇ ｊ

B型 16. 46埠

大阪建築事務所

松 組本

株式会社

株式会社

宮十

ヱ

設

施

Al!!l 15.5'包牢

川 崎製鉄株式会社

魚 崎 ・ 社 宅

神戸官東灘区魚崎町置位

〈辰己商骨A 貌駐宅〉

1 ポ ー チ

2 玄 関

3 ホ ー ノL

4 ロ ー カ

5 居 間

6  ｾノ問

7 次ノ I羽〈鐙雫〉

B 盛 所

9 抑 λ

10 浴 完封

11 健 所

12 "-ヲ y ダ

卒

面

図

説

明

。I附 銀 銭 魚 純C貌語士宅〉

赤土

F 晶 『

毛

。11崎 製銭 魚 崎B就位宅〉

⑤ 

(J II 崎製豊富魚 崎A 蚊枇宅〉

辰己商会社宅

株式会中 土 大 阪 建 築 事 務 所

株 式 会 社 巽 粗

大阪市阿倍野区相生通 2 丁目

A 型 15. 00坪

株式会社

計

エ

位 置

建 築 面 積

設

施

n  ，同R

・角-ーー-ーーー' 働問-

12 



住 宅 の 室 内

装 備 につ い て

I NTERI OR 

吉 岡 吉 雄

私達の閏にもささやかながら、銅筋コングリ戸トのア

パ F トカ: 続々建築されて行くのは本当に喜ばしいことで

す。特に天災地変の多い此の間ではどうしても耐震耐火

建築でなければならないでせう。どうしてもE児在迄の住

宅に対する観念! : t 限界が来ているのではないでせうか。

もっと経済力が援になり社会生活が増々進歩して家庭に

於ける生活段式iJ '更新された場合、恐らく個人の住宅も

経済力の許す限り高度に綴能化され、知性の高い生活が

2きまれることでせう。

いろいろの新 しい海外の位宅も英の窓味で眺占うると

き、兵く私達に消化され栄益となるでせう。

住宅の不足は当分長く続くでせう。けれども極度に切

りつめられた私達の住宅にも許される限り、話用されな

ければならないでせう。

ブラシ= ングについて

戦後の住宅には外国でもフツレジヨア住宅は少くなりま

した。社会生活の進化が、極めて能率的な住居形式を要

求しているのでず。

Li vi ng R o o m ( Di nin g  Spase を含めた〉と、一つ

乃至三つのBed R o o m，それに厨房共の他の Uti l i ty

Part. この三つが住宅を梢成している主要な要素です。

客のための応接室、社交室等の部屋はなくなり 、

Li vi ng R o o m が此等の総ての役目を援しています。

Li vi ng ｒｯｯｭ は家紋の団擦 の場所で ｾｉｊ ，子供の遊び

場ともなり、叉接容の場所ともなるのでず。親しい客を

拐し 、てするパ 戸テイ}こも用いられるでせう。 i泊って

Li vi ng R o o m の大きさや

Bed R o o m の室直1積等も一

定の限度があり 、建築面績が

或る範囲内に、回定される傾

向と なっていますo l 第 1 図〕

それから Li vi ng R m と

Di ni ng R m とを兼用するプ

ラゾニゾグの例l士、 Di ning  R m を単独にもつ住宅の

率より活かに大さなものとなっています。吏に、厨房が

居間に迄ii 主出 l た Li vi ng Ki t chen 等も周知のことでせ

う。その他に、職業のためどうしでも必嬰とす る人々は

仕事部屋を持つでせう。

古い因習の中にも美点はあるでせ号が、経済力の許す

限り不合理な星島のE t 活を排して、これからの進歩的な人

々の住宅の設計には団興室とプライベイシイをもっ寝室

と機能的な間百の三つを基調とした方向に進で行くこと

でせ号。

新 しい住宅のもつ雰囲気

住宅の外聞や内部に表われた意匠はこうした能率的に

機能化され、必要限度に分析された中にも、やはり 人聞

のもつ自然な慾E震を満足させるということは; ' i ? . t L られて

い泣い様です。住宅が住むための畿械とされt.:;.j@去の時

第 1 図 ジエネヲ 1" パォ、Jレ ホ ー ム

ワックスマンクロピウ A 協同投書f

卒砲の基耳司留 民間! ・・回rr;.. 簸 増

i=d

2  

。
っ

く〉

6  

。
。
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代とよト、対ffRとなるでせろ。環境‘ 主義とでもい号

のでせうか。 l当然の中に融合することに主眼が置

かれています。 仁第 2 図〉

大きな硝子の関口部l士、単なるガラスと鉄とコ

ンク リ{ ト の建築から生れただけでなく、直接外

の一斉11を取入れるた9うであり、自然の司 qこ生活し

たい慾求の表れなのでせう。( 第 3 図〉石を翻み

貫ねた原始的なフイヤ ープレスが、パネルヒ ーテ

イγ グと併用されているのも単なる懐古悔味でな

く、パチパチと焼える薪} こ、生活の生びがあるの

です。 C第 4 凶〉殊} こ、墜閣を、石で積上げたり

、釘li の; ! o る木材を羽目板tこ用いることは治去ド於

てもE延々試みられたでせうが、材料の持味を生か

しながら、い う迄もなく 、少 しも虚飾でなく、総

造と機簡に立脚し、明るくシ y プノルレな新 Lしu〆ルLい、感党

にまで

e パネルヒーティ γ グの床に用いられた不思mJな

お猿り、室内に入り込んだ芝生やプ 【ル、石f J 子提

りの部屋等も自然を愛好し、少しでも多く、向然

をとり入れたいためでせら。庭関等も極く| 司然な

姿が要求されています。

ここで一つ附け加えたいことは非常にオ戸プゾ

な感じになったことです。これは極々の科学の発

達がそうさせたことでせうが精神的た要素も見逃

せないでーせ号。今迄の洋風住宅の窓の少さいt/II治

は比の闘の気候風t土に適しない依に秒存みにされ

ていたのとは違って、斯 うしたオ ーフ. y た: 住宅は

そっくりその健もつτ来ても日本の風土や窓簡に

適すると思います。最近新しい傾向そもつ住宅が

重量てられていますが、それ等は此の間の ｝ｉｻｾｴ まれた

自然の環舗と突にしっくりと調和を保って新鮮な

感じを与えています。

一時流行したスパエヅシユ風の住宅が徒らにプ

ノレジヨア飽味に惜したり 、過去の国際建築が冷た

い感じそもつのとは余程趣きを異にしています。

又反対} こ従来の白木住宅の好さもらるでせう

が、余りにも日本越尿に抱泥されるのは批判さる

写 異 説 明 ( 上より)

第二図 ガラスの家自然芭の融会

迎努家フイリップジヨ Y ゾY の家

第三図 開放された領内自然的中の生活

ｾ築家リチヤードノイトラ

第四図 フイヤ』γ レλ の清成

m面したm子預りの. i ii 閥、パ才、Iレヒーテイング

をもっ石悦りの床、 i理塩の向うは宜常になって

いる。

第五図 プヲイウッドの掛

段計千アールズ、イームズ

高周汲て古掛された成混合板の家具は新しい感

* を b つ、長方形のインチ上に、食器翻もへ・シ

チの寸法に合喧てユニットにしてめるから使い

方によって好雪な配置に鰐へられゐ。

枚納家具もユニット丈で量産される。



べきでぜう。すべては新しい精神と科学が解決し

て呉れるでせう。

住宅経済の上から見ても、極度に切りつめた合

理的な予算によって長大の効本を計ることに努力

されています。こうなれば住宅にも充分な商品lll1j

1111が出来て来るでせう。住宅に限らず近代社会に

於て経済性と背馳する様な試みは社会的に意味が

少ないことになります。放に必要以上というより

装飾らしき装飾は一掃され、いわゆる室内装飾と

いら古い言葉は追放されねばなりません。そうし

てこれ等は建築自体の解決すべき問題であるのです。椛

造と材斜と機能とが、それ等の形と訓示lの宇に新しい美

を造型しています。全体に大まかで少しの無駄やそつも

ないデザイゾです。

必要なカーテ γ や家具等の形や色彩の Ｚ｀ｊ 只ｾは主婦の

役目であって、建築家は助言を与えるべき‘ でせう。

構造・機能・材料

住宅の構造について、合理的な考

え方の一例で十が、大きお: ピJ レのIili

治方法 ( Skel ton) の織に、柱聞を

整然と並べ、フラットル戸フの屋桜

をのせ、各室の間仕切は自 rJ:w:. 得ら

れるカーテゾウオ 戸ノレの方法が位宅

にも汗] ¥，、られる段になっています。

〈第 6 図〉

柱やピ ーム、 ス ラ ブ は 木 保 段 用

いられることもありますが本来なら

ばやはり鋼筋コゾグリ戸トですべき

でせう。 第七図

第六図 t，W; 主主骨警官間仕切を奇雌された。

カーアンウオーJ しの住宅

各守l O) 附f上切は自由に巡られる。

なりま L た。新しいZ訂正は新しい構造によって可能とな

ることは近代建築の通念でせう。室内装備と L 寸 課 題 で

したが特に構造を取上げた所以でもまbるのです。

機能ま: それから気候風土に対す

る}IWぷと充分な保護とヵ: 考主られね

ばなりません。

長く突出した庇I: t : 互の日射や雨を

防ぐでせうし。床下を掘下げて通風

換気を計ることや〈床が地面に接す

るのは| 仙波上惑い〉、 床を二電張わ

にしてその聞に防水紙宮入れること

も湿気の多い此の閤では当然 される

べきでせろ。墜や天井村: 防背と防熱

のために全部 Insul ati on が施れて

います。

L 、いかえれば壁間は外墜と間仕切

とを問わず主併＾Ｎｦｉｾ造から完全に分峨

されていることです。

石芭木材、じ柿成されたｉＮ￬ｾ商、石町

僚は精進芭なって十る。

又、日射音ピ調節するベネジアゾ、

これ等は住むための機能を充分に充

す不可紋のｾ素です。

暑い夏をしのぎ谷くするため、大建築家 マルl ! ) "7' 口イヤーの家

グロピウ λ 及プロ イヤー協開設計

きだ. 硝子の開口部を開け放したり、

間仕切さえ も開閉出来る方法や、移動式のものとするこ

とが、室の融通性をもつことにもなり、平面上の機能と

生活科学的危機能とは同時に考えられねばなりません。

( Constrat i on +  Screen)  

で解決されでいます。柱や梁の主体t1Ii造は統一され、均

等に屋桜荷重仁叉は床荷重〉を支支ていて、 E重体には荷

重がかかっていないのです。住宅の経済性から見れば、

対立造の合理化が追求されるのは当然でせう。

このために、 P! anni ng が拘束‘ される心配はありませ

ん。耐民的な鋼筋コゾタリ戸ト梢造の場合後最 ｉｾ な平面に

闘って、コヅグリート を打つこと は極めて無意味乃てこと

です。この主体椛造は木材や叉、経令閥、鉄骨匂: でtflf 成

される場合もメゾパ ーの統一が可能です。

そ号して木材やプライウッド、アルミニウム、それか

らガラスによって外壁や間仕切が造られて行きます。家

の外壁はどこ にでも大きカ即日 を得られるでせう。その

結" * 室内装備とプラゾニ y グは同一議に考走られる織に

t:1l DJ はl I 日にも述べた織に桁どが 7 イヤープレスと磁械

暖房を併月j していますo i j ' r . たる見ぜ掛けの 7 イヤ ープレ

ス等ＨｊＮＺ｛酎自くゐりません。機械 ｾｬｈ も酌 ､ ，パネル ヒーテ

• Ｎーーｾ

一

当rG_L

カゾテイレバーで支支られた主体構造の例、

此の F 1Qor の上に室が仕切られる。
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ν グや湿気媛房が住宅にも普及しています。

第入図

カ t耳

l 様

テ 6主

: / f曜

は 何

縦 皐E

物 的

プ な

リ S

: / Q )  

ト 古τ

共 好

tこ ま

漏 れ

行る

し。

て

い

る

。

厨房や浴室等の衛生設備は既に数多く紹介されていま

すので省騰します。

材 料 コゾグリートはパイプレータ F を使用するこ

とに I って籾密となり、資材の節滋と同時に、打放しの

鑑のコ y グリ戸トの肌の美しさが、1 t ・期される様になり

かり戸ライト M といろ製品が出ていますが白色や淡色

の他鈴鹿に木の杢目やトラパーチゾを転与したものもあ

りますが、やはり自然の木のもつ良さは忘れられなし嶋

です。これは辰i房、浴室等の乾式構法に良いでせう。

かブレタスウッド H として裂や紙に薄いベニヤを張り付

けたエゾドレスのE野氏も市場に出ています。軽合金をm

いることももっと利用されて良いでせう。プライウッド

に耐火性を与えるた ｾｉ こ、 Ｒ 産税や接着剤を冊ｴＷ ｫ 、耐火性

することや耐火ボードを芯羽・にフ・レスすること等も考え

ています。

木材やプライウッドに用いられる仕上の色は生地を生

かしたナチユラルなカラーが好まれます。

I 燃えやすい木材の塗籾のため従来の硝化綿塗斜〈ラッ

カー〉から引火性の少 く被肢の強い合性樹脂塗料に変っ

て来ています。

家 具 其 の 他

アメリカ等ーでは家具はその家々に合して設計したり製

作する様なことは殆どない様です。そうすれば非常にコ

ストが高くつくからです。

建築家や、デザイナ戸によ

って作られたすぐれた作品

は量産されていて、必要な

ものを選択して配置する様

にしています。家具もプラ

イウッド等新しい技術を用

いたフレッシユむものです

ました。型板にフ・ライウッ

ドが用いられ室内に露れる

部分にもコゾグリートの肌

が適用されるでせ号。モノレ

f J ) レ仕上とすることは亀裂

やｾｾ落の原因でもあるので

す。モルタノレでお化粧する

ことよりコ ν グリートや木

材や石の素材の構成を生す

ことが近千切9な美しさとな

りました。 カ戸テゾウオ

戸ルや間仕切は総て統一さ

れることが望ましいもので

ー

総てが新しいイデオロギ

戸}こ出発しているためでせ

う途った設計者の家具を同

ーの室に配しても少 しも不

自然ではなくむしろi! IU然と

す。室高は Ｘｾ 足位のものが、 第九図 建築と融合しています。こ

多数をしめています。 ジエネラル、エレクトリック骨量1の照明器及の籾準7官、天井

や際的問援照明用、寂の一隅から天井を1mし出す方法カ、流行

れ等はサ戸リネ y ・イーム

ス・ 7' ロイヤ戸等の作品に

よって代表されています。

B択位でも全体が Ope n ｾている。

な感じであれば少しも圧 卵湿の笠はアルミニウム製で自由に回縛する。

迫される様な感じがありません。玄関から居間、寝室等全

部一つの Case に扱ったり、室毎に仕上を変えないで同

じ仕上であったりすることは、かえって γ ゾフ・ ) L でftll び

伸びと気持のよいものであり、且つ経済的でもあるわけ

です。

用いられる材料士、木材、プライウッドが普週化され

ています。プライウッドは 3' x8' 叉l主4' x8' が単位とな

っています。ほとんどが合成樹脂接浩材にて加熱処理さ

れているので充分な而t水性をもっていて、外l警にも使用

されるので寺。

止t等は王申告3施工が多いのですが、現場施工の故雑なの

に比べて、 Pref ab で互換性のある組立式パネルを併用

すれば工期の短縮と工費の節滋にも利することが出来る

でせう。此等の方法を併用することは秩序d . > る中に

Pref ab の利点と叉 baf erP の得られない自由な平面と

耐震性をもつことになるでせろ。

壁材料にはプラスチックも利J f J されています。

16 

暫捌やfi [i j l  ＺＯスｾ［の ｊ 吹納用家具・は屡々ユニヅ ｬ にされた

り又ヒリレトイ ν されたり 間仕切として利用されるのが

一般です。 仁第 7 図〉 カ戸テ y 等模様のあるもの

は新しい幾何学的なものが流行しています。 仁第 8 図〉

照明は蛍光灯と間接照明に移りました。蛍光灯は幻般

のないこと、天然光悦に近いこと、影の出来ないこと、発

光能率のよいととで完全に制作駆遂して実用の城に透叉

しています。特に光を拡散させるためのルーパーを附し

間接照明として確に用いられていますo ) L  ｾパーは天

井に埋め込まれて建築に調和してジ y プルとなっていま

す。 蛍光灯と同じ様にもう一つの傾向は局部照明の効

率的な利別です。室全体のやわらかい光と強い白色光の

スポットのコゾトラストが親しみの; t ; _ ，る雰沼気を酸して

し、ます。フロ戸アースタジド、テ戸プノレスタ γ ド、フ・ラ

ツケット等のスポットはいづれも機能的iこ設計され光源

の移動や伸縮が自由で多くは軽合金の反射笠をもっスマ

F トな形で大盆生産されています。 ( 25頁に続 ( )



「住居」 の 考 へ 方一一

特 にその内面的な考へ方 ーについて

この頃、時々こんな取に出会ってよく考えさされる ｾｴｩ

がある、それは一私が戦争中から丹波の田舎に引込んで-

11: た関係や、民家J':AJ)Jに、時々回舎を歩き廻る関係から

なのだがー汽事のない織な/ f 泊Eな回会をパスが通う織に

たって非常に便利になり、叉今までガタガタの自動車の

走って府た政な所も見違える様な立派なものが走る様に

なった。悶舎の薄汚れた駅llij に見かけるスマ戸トな車

体等、目を見張る位いだし、然かも大きく堂々としてロ

戸カルの汽車よりもたのもしくさえ見える{ ないだ、又時

には大阪の御堂筋を走ってl1iる様式E、トレ【ラーだった

りする。

一瞬それが走るであろう田舎道を忘れて、それが走り

出す迄は、乗って走る愉快さにすっかりうれしくなるJn

ED:2らる。

然し聞もたく動き出すと 、又完全にみじめな現実に引

きもどされてしまう、田舎道は依然として洗濯板の機な

凸凹道であり、大型の車体でふるだけに疏々弱点が拡大

されてひどい、家並の泡E各宅f; に入ると両側の軒端の瓦に

触れそろに して走る道の狭さも依然そのままである、そ

のため田舎での唯一の幹紛U出各が一日の内、何度か殆ん

と，* 実上の交. i i l l 止めにな旬、人さえ通れぬ傑カ: 状態下、

ましてその他の11i と名の十l・く械な物は手抑車に到するも

のまで、その度毎にらっちの辻、こっちの小路に姿を消

さねばならぬ採な情ない有級である。

伎われる「生活」を内問的に考えずに「住宅」として

の形だけを整える布を急ぐのと何んとなく似てJl } る。も

しもこんたlli が事実として若々の生活に現われたらどう

であらう・. . .

又戦争と敗戦の結果、特に邸市に於ける住宅が、所謂

雨露a " しのぐ程度のがt トタン板の小屋から次第にバラッ

ク建築に変り、愈々ヌト格的な ff主府」を考えねばならぬ

時期になって来た、 と言ろよりも 、研討しつくされた設

計が愈々施工に移さるべき時だと言うのが正しいかもし

れなし、。量よりも伎を考えねばならぬ時とも言える。

然かも戦後の思想的な大きな飛躍が「住」問題にも種

々大をな諜姐を提示して居るが、これを兵正問から解決

を迫られて居る現状だと思う。臼く民主的社会の建設、

臼く劉反主義えの反省等々「位J 問題として具現されな

ければならぬ。抽象的な、客観的要求が仲々多い。その

他の施策にしても新しいものは、「住生活」の満足な解決

と具体化 とを背景に持たぬものは少いとも言えよう。然

白 木 /J、 良1)

かも戦後の不完全な「住居」が一社会的な総ての分野< . <

敗戦と言ろ現実の前} こ、敢えて主体性を放棄して、表面

的な欧米模倣に日もこれ足らぬ様な虚脱の状態をつづけ

た一所前戦後的不安定な時期を作ったとも言える。然し

見失ってしまった様な自己えの反省、が、欧米的 111: 界の直

駅的模倣の形から、自主的に接収された形で吾々の社会

生活の中に生かして行こうとする主体的な意慾の回復の

見られる今日「住」問題に就いても同じ様に今日の苦々

に適したものが生まれて来ると思号、と言ろよりも何に

も先んじて作り出さねば、社会的な安定が望めないとも

言える。

新しく要求される民主的な合理的な提案が、 ｈｾ 史的に

も、風土的にも、吾々の生活の中に大きな断的を作らず

に生かして行くためには、過去の吾々 の生活えの: o j < : 直な

反省と、回復されつつらる主体性により深い内市i的な解

決に、挨たねばならぬものが多いのではなかろβ か。

印ち先づ客観的な提案を主体的に、外部的な袈求を内

問的}こ、解決しなければならぬものと思ろ。これがその

まま「住」問闘の考え方でおり僻決の方法だと思う。抽

象的な種々な客観的要求を主体的な方向からする考え方

のた占うの又科学的に合理的な提案を内面i的た方向からす

る解明のための、研究をここに改めて取上げようとする

所以でらる。即ち生活線式とか生活劇) ' 1 ' とかをI問題にし

て一一一

くーコ ｲｊ ｴ け跡の瓦躍裂の中に作らｾｬ，た、焼けただれたトタ

ゾ板と、炊けこげた木材との! / i J 1 立: 小屋のわびしさに、あ

の頃はよく吾々の先祖が蛍んだであろう竪穴叉1" 1 平則氏

の草立のijjij 立小屋を思し、出して、考え合せて見ては、閉

じ形の下に流れる内耐性の遠いを比べて見た。

吾々には、どんな時でも、どんな所でも、何等かの形

のfi 主居J が必要なのだ。然し問題は時と所とによって違

う形を内面的に規定してるものは何かと言う司i l ' ある。

自然環境が人々の生活の殆んど必然性となって居た様

な頃の人々の「住居」に対する考えと、自然思箆を且つ

は風土的影響を、自由に撰. J R の出来る可能的条件と考え

得られる織な立場の現在の吾々の「住居」に対する観念

とに、非常に大きな差の; ! t るのは当然すぎる位に当然と

言えるだろう。

然し現在の吾々としても決して日然環境から凡由Tもな

いのも自明である、と言うよりも 、 自然環境、風土的彫

響、との長い間の関聯の下にこそ「生活感情」が生まれ

11 



生活えの主体性が育まれて来たと言えるのだろう。それ

が又風土的な滋箆の許す限りの材・斜苧「生活様式」を形作

り、造形裁児のーっとして「住居形式」を約三り上げたの

である。この機に風土性が人間生活に大きた有機的関聯

を持つ事は明瞭な事実ではあるが然し風土性又は自然猿

境が直接生活の機式を規定するカを持っと言うのではな

く、P袋、生活活動の成立を制約する一定の限界を示して

いるに過ぎない。例えば、生理的にも肉体的にも最も態

まれた条件の下l ' 必す. しも精神的な文化活動が最も盛ん

" " [ ，. あるとは言えぬ様に、吾々 の、精神的な自発性と行動

的 な能動性とが、生活活動の原動力となるのである。即

ち、風土的た必然の限界は吾々にとっては、そのまま生

活上の可官節句な条件の総てであると同時に、可能性の体

系なのである。ここに、精神性が自発的に、能意J泊句な行

動をする余i伽鳴されて居るの" " ・ある。

さて生活様式の相違と、風土性の相遂との聞に、直接

的 t.r 関勝は tJ- いとしても、風土性と窓櫛物一郎ち間接的

風土性ーとの関係を介して、外部的に且つ内面的に関聯

を持って来る。ここに吾々の生活する風土性とは、気候

的、自然環境的、生物的な一連の有舷的窓境の王将ャ・: t i . > り

「衣J i食J i住」等の金生活はこの様な環境との交渉の

下に成立すると考えられるのてーある。

即' ! ? 気候的な膨替は、直接植物的に結果が表れるし、

純物的な特異性はそのまま動物的な特性となって現われ

る。この様な直接的お・風土性と、間接的 t.r風土性との有

機的な関税の下に吾々の生活は成りま. ち、この様な闘聯

の仕方の特異性から「生活機式」の特泉性刀「生活感情」

の特異性が、育てられて来ると考えられる。

例えば日本の様な、なごやかな気候風土の海洋式な地

域』どは雨が多いので、種々な植物がよく繁茂する。従っ

て露助も草食窓糊が繁R査する織に、吾々の生活も植物性

に依存する様になって来るのは叉当然下、家屋について

見ると、先づ夏の蒸し暑さと、雨の多いｾｾに対する配慮

が第一に要求されるのである。これに対しては当然闘技
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的な構造と傾斜した屋根が台湾えられる、所がこの様t.r 気

候風土の吾々に建築材粉として、提供してくれるもの

は、植物性のもので・らりその第一のものが木材てー為る。

然かも木材は、開放的t.r構造の家屋を作るに便利な架縛

式総法に最も適した材料l ' ーらめ又萱等の植物代急傾斜の

屋根を主主くのにこれ又適当した材料たので・ゐる。

即' ! ? 、互の蒸し暑さに対する開放的お・鱗造と雨に対し

ての傾斜屋根と、家屋に対する気候的な要求は、この機

にして間接的な風土性の産物によって充足されるのであ

る。

この様な直接的風土性と間接的風土性との呼応性の下

に、自然に生まれて来る住居は或は生活段式は、吾川こ

自然に対して極b て従II{貨危住居観或は生活感情を育て上

げて来るのである。

又、この様な高温多湿な気候l ' t D るから、植物質の家

屋は、割合に早く腐って而尼性がないと言う欠点と、そ

して燃え易いと言ろ欠点、からのがれ得ない、 この様t.r材

粧の上の制約は、そのなごやかな自然の恩恕と共に、住

居。ひいては物質えの淡々たる気持となり物質的な家屋

を「仮り宿J と観ずる様な又、観念化 された「家」をこ

そ「心」の安伎の物所と考える様た住居間を作り上げて

来る。

中世以後になって仏教的な「無常観」と結び付き「わ

びJ i さび」等の感覚となり、茶室等の数奇屋造りの造型

表現となって来たし叉近惟の ￭ Ｚｦｩｬｾき」と言う物にこだわ

らぬ気持得「物より心え」の臨念にも、つらお・って来る。

叉、制服的な特性e < ; t p る、小さくて美しい長問、出ま

れた自然の姿、この様な自然痘境の下で蛍まれる「生活」

は鋭敏にして繊細庁自然感情を育て、自然の観祭力の中

に、極めて発達した直観的能力を作り上げて行き、知小

を愛すると言う特性が生まれて来る。短小性の中} こ、豊

富な体験内容を盛るとき、形式を溢れ流れ出す「匂」や

「響」が、簡潔性の中に輝く様1:r特有の象徴性を具えて

居る。これ叉「わびJ i さび」の体験的翠避であり、茶室

等の数奇屋造りの造型的基底をなすもので: あろう。

一方これに反して大陸的な乾燥した気候風土の下で

は、純物の繁茂が見られない。従って、露糊も少い、そ

のために拶胸の人工飼育は人聞の生存に、是非必要なも

のになって来る。

衣も食も共にこの人工飼育による、 E賢助授に依らざる

を得ない、この様な少むい感出の自然性を補うために生

活技術が発達して来る。

住居にしても植物質に依る釈には行かないから石材や

粘土の加工品等に依るより仕方がない、屋根も雨が少い

から輩をして置くと云当程度の陸屋根の様なもので充分

になる、殊} こ寒暑の差のはげしい気候l" t 屋内を出来るだ

けハツキリ、 外気と隔離するelI が要求されるの( 0 ある。

石材叉は煉瓦等を材料とする場合、組積式才i立法治: 辰も適



したものであ り、関口部の少 ない君主而だけの様式r家屋儲

造がi誌も合理的なものにおる。

この段t.r 閉塞式九構造の然かも墜の厚い家屋1' 1 、はげ

しい気候風土から、吾々の生活を断線するのにrl J ( も合理

的なものとなる、居住空間の l足聞は従って白書持儲から

独立した、個有の空間の創造を意味するのである、自然

滋撹の少ない可能の条件を: 段高度に活用するZ誌によって

のみ「生活」が営まれ得る訳守、ここボは従って最高度

の工作技術が要求されて来るのである。

即ち、この様な風土的援箆に於ては「如何に生くべき

か」と言う、生活的な命題が直接「知何} こ考えるべきかJ

ど言う命題に結び付き「如何にfFるべきか」と言号創作

的な命題にまでつらなって来る、人聞の生活l字この様に

風土的条件との全智全能を挙げての真剣な対決の下にの

み可能になる。

どちらの風土にしても、もと風土性に出発した「生活

感情」や「生活様式」は逆に風土性を可能性の限界とし

て、それが撰択の自由を持つまでに主体的になって来て

「住居ー」の内因性の規定者になるのである。この様な「住

居」の内耐性の規定者である「生活隊式J i 生 活 駒 山i主

一方℃は内風土性の内而から直践の豊かさを、もう 一方

では知性の鋭さを滋み上げて来る。

自然と言えば普通それ自体、必然的な法則の体系と考

えられるが、これは自然を郎. に知識の対象と考える限り

間違ってはいないが、然し自然を生活的行動の対象と見

るときは事析が Ａｊｾ って来る、それは自然を生活滋ｭ，とし

て素直に受入れ、その中で生活する脊々が、あくまでも

主体性を持つ限り 、その中 'cfl 山にm択の出来る可能性

の条件となる、印t _ ，知識的には必撚的な体系と考えられ

たものが生活的、行動的には可能的な休系となって来る

のである。

これがそのまま生活の内問i t ' t一生活もおに生活感情ー

の相途になって現れて来る。

く二〉風土的綴箆に対する関心と同織に、生活の際史的

方面‘ を見きわめる王将が、そのまま「生活」の「住民」の

内fuit'l のWJ きを示すものとして知大に考えなければなら

Hミ。

がi穴等を{ 主いとしていた自然利月j の燃史以前の人々の

場合は瞥く置き、家屋を作る級になってからの人々は、

その時の生活様式に適した「住居」をその時の生活感情

に印して作ったに違いない、印ち上代にては吾々の先祖

ｉ ￬Ｚ 、 ｾひｻｦｊ ｴ め、払い締める、消鋭 、 を好む性絡の持主でら

ったらしい、事I1社廷場説草式に見られるー当時の住ひ一直

線的な素木浩りの様式は一間五! ぜ昔話をよろこぶ当時の人々

の「生活感情」の造型的表現と見られる、又仏教と共に

華やかに伝えられた支那文化の治んど絶対の支配下にあ

った王朝時代の貴族が自己の生活に密泊した方向ては殊

に住居儀式では断然従来の簡素なものに一層の感錨旬な

波紋を加えた、鐙政治えの方向を取って伝統の持続の強

さー殊} こ「住居J に対する内面性の持続性を示して居る。

この様な民放的な浩型文化的な特性は、自然環境から

文化環境えの時間的転回点に成り立つも ので、 然 もこの

様に滞i次自己自身の固定性を築き上げる、これが文化的

伝統とお: り 、生活的伝承とたり 、それを形成し た主代か

ら隊れて独立せる存立性を持って往生活を内図的に大き

く規定するのである。

中11t以後開宗的文化の支援により、伝統 されたものを

より深く1 J i I ! り下げたものと思 号。 即ち抽象的な伝統を再

び吾々自身の生活の突際に於て、体験し「形から心え」

の求心的な方向を取って表われた、簡素を好む心、 清浄

を好む心が「わびJ i さびJ と言ろ仏教的生活体験を加 え

た生活感情になって現われて来た、淡語の 「数奇」と言

号誇が当て様められて居るが「数奇」とは「数命不通」

と言号意味で、それが持; つ「すべてそなわらぬ所から生

まれる美」と言うー「不完全な美」 ・ーと同義性から使っ

て腐る犠だ。

茶室等の草庵風の数奇屋造に見られる治型美は調和を

破った不調和な不完全な所から生れて来る、内而的に調

和を求める心と生活との均合の美で単に感蝕':)1乙美しい

とか ｅ 霊能的に美しいとか感ぜられる様なもののｾ底をな

して府る。印生活的な「内面性」にこそ、味い取らねば

ならぬ「美」の突体がある。

これが武家時代になると、これ叉翻宗的宗教生活に起

源を持つ世院治住居になる、それはもと簡単な直観の組

合せで、天井も柱も床もすべて自然の素材のままのもの

で作られた、素朴な簡潔なものであった。しかもこれは

榔家の生活から生れたものであるから、その絹布I1的な生

活から受ける洗鍬は' 単なる浩型美を超えた深さを持つ

もので; l p ろう。それが武家的社会の封建制は、 これに倫

理性さえ加え、床の間などは倫理性と桜美性との融合さ

れたものとなって来た、間取得に就いても凶つ目の形式

から変化した、 li' に平面的区御lに過ぎない「住居」の内

部制成が空間 Ｑｾ ＱｬｬＱ ｊ の住民以上の整然たる生活秩序を保っ

て動いて日ーたのは、封建性と倫理性の力と言えるのであ

ろろが、又佐田形式と生活的内面性との完全なる一致 と

も言える。

この線な際史的背景とｾ綴とを受けて来た「民家」に

はii J.ピ感覚的に裁は機能的に% の上をなで廻しただけで

サッ ｖ ュ ・｜Ｎｾ ア ーＧＭｖャッ ター

鍍 金 製 品 ・自 動 車 々 体

部 品 ・ 車 輔 ・発 動 機

日 本 建 鉄 株 式 会 社

大阪事務所 大限市西区江戸期上通二ノ五七

電 話 土 佐 痢 @2 1 8 8 番

東京都荒川区三河島七ノ 七八O

電 話 下 谷 8 1  ＵＭＵｾＸ＠ 1  5  9  

東京都葛飾区奥戸本町一0 0 0

電 話 本 国 190 ・196 ・1018

千葉! 際舶椿市海市中町二 ノ三五O

電話船橋 ＵＰＹ ｾ ＵＱＱ

東 京 都 千代田区丸ノ内二ノ三

三菱新館内電話丸ノ内973・4501
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は、解釈のつかないものがある、即ち、生活的現実とし

て、全身的に把握されなければならぬものが為る。

叉「民家」には、この様な際史的た伝統性と生活的な

現実性とを調和した姿で、然も時間的なズレg ( ( 士、地域

的なズレをさえ超えたものを感じる、然し近 111: になると

社会的に封建的な身分上の分化だけでなく、職能的な身

分上の分化が次第にn' s ! んになり 、「民家」の類型にも封建

的階級意識によ る分化、 経済的、社会意識による分化等

々が行れて来るが、時代の変化と共に" w は現われ又或は

消えてしまう。この様に「住居」としての本来的な意味

よりも多く、社会的な経済的な意味を持って現われt- も

のは、「民家」としての生命が桓いが、これに反して土地

生産に生活の基盤を持つ「農家」は、風土性に太い棋を

下して蛍々として膝史的に推蹟された生命を生きつづけ

るので為る。

邸ち「生活感情」或は「生活儀式」を生命のままで抱

揮する所に「位居」を考える場合の「内而性」の意義が

出て来ると恩 号。

同じく「民家」の範暗に入るものでも、この機} こハツ

キリした性絡の違いが一「町家」と「農家」との差が一

見られる。歴史性の差ではなく、風土的自然環箆との相

官H性の差である。即ち imJ 家」に街村的環境と都市的な

環おとの発生母体に違いがあってもどちらも古い際史的

聞社持って居る。然し本質的には土地生産から断れて

生れ、社会的な進化と共にその腐性として育ち、中 Ilt期

的封建社会と近| 止的資木主義経済社会との過渡期に「術

家」として発展を見た訳である。従って「町家」は所謂

古い意味の庶民的な性絡と経済力により形式化した封建

組織に対する実力的努力たらんとした性絡との二貫性を

持って発展したのでおる。同じ織な間口の狭い奥行の深

い通庭式の町屋形式は外面的に又内而的に違った= 重性

絡の一類裂を形成した、郎ち一方には庶民的な絡一的な

外織を持ちながら一方ではその経済力による差がまちま

ちな内特を持たせる様な「町家」の類型が出来て来た。

この様にして形成された生活機式は愈々社会的な原箆の

みに規定されr 社会条件によって大きく 変動する事にな

る。然しその過渡的な性秘そのままに「義漫」一封建的

観念と「人情」ー庶民的感伯とが変動する「家」をその

生活内商から支えて居たのである。

一方 「浪家」は「佐居」として自然環境に卸した殆ん

ど自然発生的な廃史性を持って府 i 生隊生活の而から

見ても土地生産の風土的議箆に棋を張ったもので ある

点、大きな生命力がある訳である、然し中 l止の封建社会

では「生産性」のみが戚上げられ「生活性」が従になっ

て、出業生雄のた占うの家屋に人聞の封廷地9な社会的生活

部分を持ち込んだ名義な形にさえなった。印ち「農家」の

一般的な類型である凶つ目形式の間阪に広々とした土聞

がついて防るので為るが、床張りの大部分は公的な生活

のために広々とした土聞は盟業生産のための作業協に当

てられ家族の人々の住生活部分は片隅の方に抑やられた

様な姿であった。即ち集約農業方式のために家族主義的

「農家」が形成されて来た。こ の様に中 1ft期的な系山を

受けた} こせよ「生活」の基本は大きく自然に棋を張って

居た所に、時代的な変動の少い、大地に根を下した織な

素朴な「農家」がたのもしく見られる所以でゐる。然し

この方面に於ても、新しい時代の要求l主演は農地間以と

か、自作農創設等と抽象的な課題が{ 中々多い、印ち新し

い生活儀式の下に新しい生産方式の育って来るのが待た

れるのである。例えば生産作業の協同化から生活の共同

化まで、生産方式と新しい生活綴式とがー質的に考えら

れては居るのである、家屋の方で見ると居住部分と作業

部分の分離から共同住居まてー論義され計i 1J 1J されてJ;!_i る。

然しこれの実現は仲々であると言うのは先づ解決されな

ければならぬ内面性への反省カ司之足して居るためで殊

に決付の保守性は益々これが突行を妨げて知る、然し

敢えてこれを先決する都こそ良村住居の解決の鍵であ

る。

これと同じ様に都市に於ける「住宅」問問も ii i . に建物

としての解決の方策は論議されつくされ設計も出来すぎ

である位い立派なものを見る事が出来る、それが例えば

実現したとしても吾々の「住居」として動き出すために

は道の惑さに悩む例に上げたスマ ート なバスの級な悩み

を味わなければならぬのではなかろうか。

然かもこの様な時に道路の方聞から交通機関を考える

見方が割合不足してるのではなかろうか。

地味ではあるがとの方向からの「住民」を考えるll} も

新しいスマ戸トな「住宅」を設計する: l :nと同級に意設の

ある事だと思号。〈完) ( . 筆者・大阪市大家政部助教授〉

理 想 的 床 材 料

リ ノ リ ユ ー ム ly ノ タ イ ル

ｾ＠

特 製 ) 1 /  ) 1 ユ ー ム 糊

東 洋 リ J リ ユ ー ム 株 式 会 社

本社 ・工場 兵庫県伊丹市伊丹五五八 電 話 伊 丹 ト 51 ・69

大阪事務所 大 阪 轄 区 諜 玉 石F J 和l ピル 京競盾 東京鶴央鶏朝日56子日ピル
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最 近 の 住 宅 設 備 に つ い て

デザイ γ 、構造、設備という三分野に建築を分けて考

えてみると設備の占め る地位は極めて軍基Eであ るにも拘

らず、いまでも附帯設備と云われてい るように、何か余

分に附加されたものだと云う感がある。とれは単に言葉

の上の感じだけではなく建築の欝十過程や設備技術者の

占める社会的地位をみれば明かたところである。このこ

とはもともと欧米に於いても見られる傾向であろうが我

国で特に甚しいようである。しかし設備の進歩によって

建築が得る所は短めて大きく、それはデザイゾ} こ、より

広い自由度を与え、新し いプ ラゾ、新しい浩形を可能に

して来たのでらる。 Mえげ台所、浴室、使節など昔は種

々制限があって、その位置を限定されたもので為る。新

しい台所設備は排気装慢の完備と共に台所を居室の中に

置〈ことも出来るし、浴室も焚口の闘係で台所に隣接さ

せる制約もな〈なった。又水洗にすれば便所を室の真中

におくことも可能℃ある。このよろなことは他にい〈ら

でも 例をあげることは出来るが、これは全ぐ設備の進歩

に基いているところで為る。また各種設備の機能的形体

一一実際には機能的にみせかけた物が多いが一- Mえ'f

照明用 J レーパ戸、吹気吹出口のグリル、アネモスタツト

等は室内のデザイ γ 要素として無視出来ないものになっ

てし必。従ってE甥 誠 一一デザイナ戸 1"1先づデザイゾし

てから設備は設備筏術者にまかせると いふわけに付ゆか

ない。構造、デザイ γ 、設備の技術者が最初から協同ち

一つの建築を作り あげてゆ〈 組織がなければ、これから

のよい建築を作ることはむつかしいであろう。しかしな

がら更に重要で且根本的なことは設備の占b る社会的、

大衆的な基盤がないことによって我国司士、設備の地位、

が低くまた協同の組織も出来てこなかったのだと云うこ

とである。進歩しか技術を突現出来るのは、極ぐ一部の

大会社や高級住宅に限られている。こういう傾向は勿論

アメリカにもあるであろうが、商業主義による欠点は多

々あるにしても 、常に新 しい設備が大なる普久率を持つ

ベく、研究され、設計されている。アメリカではともか

ぐ社会的、大衆的21継の上} こ、安定していないまでも速

絡がある。ところが我国では全〈連絡がないといってよ

い状態である。ヒートポゾプや太陽熱利用というような

最新の技術は我々の知識になっても、いまだに蒸気暖房

はおろかスト 戸ブさえない原始的住宅にとっては何の役

にも立たない。だから新しい設備が紹介されても H なる

陪ど、そんなものも出来たのか H としイ程度の感じしか

受けない。アメリカの新しい台所設備などが紹介されて

も、我々の台所と余りにも違いが大きいので、現実の低

石 原 正 雄

水準を一段でも高くする役に( " 1 立たない。郎、技術の社

会性、大喜納金が建築設備、特に住宅の設備についてみる

と甚だ稀薄である。

新しい設備を知ることは勿論、必要なことではある

が、何か我国の現状を考えると ＧＲＺｾ り切れない思いがす

る。 以下数種の雑誌や書籍によってみた、主としてア メ

リカ、イギリスの住宅の暖房装置を紹介 しようと思ろが

上述の如 き意味で我々の技術から余りに とびはなれたも

のにはふれないことにした。

アメリカでは暖房用燃斡として重油、粉炭が最も多〈

使用され、次いで石炭ヵ・スが利加されている。最近、新

築住宅にはガスを燃号待とした暖房が多いとのことである

が、新しいものぞは重油とガス共用のヒー J l - ( Mu! t ト

Fue!  Heat er ) が作られた。ガスは平均暖房負荷時に、

電池は最大暖房負荷時に使用す る。ガスだけに頗ると 、

拡大負荷時のた占うに供給パイプの太いものカむ必嬰となる

ので、それを避けるため重油と共用すれげ経計的になる

のであ る。なお意泊とガスとの切換えは戸外に設置され

たサ戸モスタツトによって自倒的に行はれる。給・湯と暖

房ヒ ーターを一つにまと占うた Combi nat i on Heat er と

いうのがらって、輯射暖E専用の低温水tまヒ 戸ターの下部

及び外側のヂヤケットから、給湯用の高温水は上部から

得られるものである。なお給湯用i f u 'v.kJil 直接、供給パイ

プに接続している。この程のボイラ戸の容設は 81，000

2走び 110，000 BT U/ h で共に供湯111: 1"1 3ガロ: ノ /mi n-c:

;!i.>る。 一般にヒーター 1"1空間j を利用するために背を高 f

し、向、その床上に占め る而績を出来るだけ少くす る傾

向がある。

Space- savi ng Equi pment  

第一凶

と称せられているものであ

巾木暖房の ユニット断図

る。石炭ポイラ 戸f" 1 住宅用

として、よくまとまってエ

ヤーコンデーシヨナ ーのよ

うにきれし、なケ 戸シゾグに

なっている。燃焼効果のよ

い方法としてはまだ燃えて

いない石炭を通過した空気

が燃えている石炭を通過し

た空気に合流し、これらが

直接通り抜ける空気に合流

するような装置であって.

このような装置では、例え

げフルに燃焼せしめて16時

'-，・
2/9 

最弘i > 柑
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Z凡 S Q芳T

R C 型

21 



スペストをつb た煙突と、それをかこむ

凶角の屋線裏換気用のペ γ チ レー ターと

からなってい る。

巾木暖房 Baseboar d Heat i ng 

新しい紋熱俸として、ここ数年来盛ん

になったもので Radi ant Baseboar ds と

秘せられる。これは巾木の位置に断面の

高さ7- 10吋、巾2吋前後の巾木をー廻り

大きくしたようなケ戸スに鍔くFi n; 付の

パイプが通っているものである。これに

ついてはイリノイ大学で実験した結果、

従来の放熱器に比較して種々すぐれた点

のあることが明かになった。それは次の

よろな点 C ある。

1、地下室なしの床スラ ブ温度を快適な状態に維持する

に適してい る。この放黙器は長 f で位置が低いから、

放熱而積が大で、且つ広く 分布してい るから暖房効果

4、場所を とら ないし、目立たなし 、。

以上の点からみて巾木暖房は特に住宅

の暖房と して優れたもの と思われる。こ

の暖房にはー般に温水強制循猿装置が過

している。装置の録作は他の放熱協の場

合 と同じで、経常霊堂にも 変 りはない。巾

88 90 仰 木の位置にある壁の熱虚断が惑い と放熱

苦泣からの熱損失が直接的に大き〈な るか

ら、放熱総の裏側に熱底断材を取付ける必要がある。 こ

のヒ戸 11- のユ ユヅトには第 1 図に示すように床面に篠

したもの仁R 型〉 と床閣との聞に約 1 吋の隙聞を とって

対苦IE効果を大にしたもの仁R C型〉 との2

積がある。また高さの高いもの と侭いも

のがあるが、現在アメリカの市場品 とし

ては低いもので 6 13/16 吋高いもので

9  8/7 吋で大 した違いはなし 、。 長さ 1 !!f(

当 りの放熱面積は R型で1 . 25平方民 R C

4  
76 第 Z 図
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聞かかる石炭を72時間にのぼ してゆ るやかに焚 ぐことが

出来る。慨突はこれまでのように独立した橋詰物でなし

第 3 凶

ω

m抑

制

山

主
h

T

r

釦

t

q

1¥ 

2  
4E q  

¥ 

'9i 

*  
¥ 

!保もa

‘ ド々 限ｾ 陀

1.1 一

ウ 72 7 4 ワ6

円
リ

V

《

u

m

4

J

勾

，

h

町

立

川

ざ

(

吋

)

10 

o  

q‘  
78 80 82 8 4  8  

喧 岳 三星 座 '下

に屋根や天井に支持出来る工場生産の騒i孟なものが出来

て い る。 これ は コ京 の円筒金属板 の 聞 に 撚ｾ断の た めア

第 4 凶

;(} : よL 、。

2、室の垂直温度差が少し、。

3、熱媒 として混水を使用しても 殴房負

荷の急変にす〈川; じられる。即ちそf朝

時聞が少い。

型で2. 08平方沢である。

( . Ameri can Radi at or 及 Bur nhm社の

製品〉

イリノイ大学でテストした室温の上下

分布をみると第 2 図に示すような結果で

従来の放熱器に比較して垂直方向の温度

差は極ぐ僅かである。例えげ室内外温度

d / 〆吟1I昨 4C; 0 0 0  VrCYh.. 蓋70
0

F の場合、天井と床から夫々 3吋は
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なれた点の混a度差は普通の放警察、6d: マミは 6
0

F であるが巾木 第

暖房では州こすぎない。次に壁面温度もこの暖房によ 員

れ ＱＱ 普 ｊ 函の放熱ｾｾより高〈たる。どのような条件で比絞

したか詳しく分らないのでらやしげた点もあるが床間か

らの高さと壁面温度との関係は第 3 凶に示すよ号な結果

となっている。この結果は戸外気温 32
0

F 室祖床上30吋

て Ｗｾｏｆ の場合のものである。 巾 木 ｬ 暖房では墜の下部が

特に高温になることが分る。

結局、 巾木暖房l'! 上述のよ号} こ、室温の上下分布、滋

混、床混等の点からみると対流暖房と狩謝暖房との中

間、あるいは併用ーと考えられるようであるが、しかし平

均鞠射温度 ( MRT) は従来のものと変りはないそろであ

る。ただ居住梢での温度、縞射効果を考えると、強力な

熱対流を集中的に金ずるため特} 乞天井市の温度が高〈な

る従来のものより快適であろう。我国では鉄筋アパ戸ト

も僅かげか今出来ているが暖房をするとすれば従来の

方式だけでなし突験的な意味からも種々の設備を採用

していることは有効なこと L 思う。巾木暖房などはこの

第 6 図

意味からも更に施江の点、からも大した悶燐はな L 、から是 第 7 図

非実縮したいものである。第 4 凶には 4

笠住宅に設備した巾木暖房の一例を示し

--ｉｾ 。

温 気 暖 房

温気暖房はアメリカで広く利用されて

いるが、最近の設備も従来と変った点は

ないようである。ただコストの低下をね

らって pre-cut のアルミニウム製円形ダ

グ ト( 径 4 吋〉が出米ていて、現場での 普通の Di t' 五)1' . "両官等 3 ;t.._凡，

仕事の段小イヒが凶らiLている。この場合

ダクトの延長を少くするためヒーターの

適当な位置がI選定されねばならなし、q ま

たなるべく高温の空気を送り室内吹出口

の Vane によって室空気とよく混合ぜし

めて吹出させるようにすれば経済的にな

る。このためにはぷ射型の Vane や掻く

細長い sli t によって温気を扇状に又は湿

気のカ 戸テゾとして室に入れるようにす

る。変ったものでは precast の空洞スラ

ｾＸ＠

動 ｾ Ｂ Rt  l:t 忌車， ｈ 辛 Ｒ Ｂ，ＢＭ ｾ
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第最近、工場生産のユエヅトが出来ている。これは第 6

←一一一一碍' I ! ｾ＠
f;' ￞ｾ＠ ｴＺＱｾ＠ ｾＧＱＧＧＷト 歯図の虫日〈コイルI X2本平行に走り、その径は 5/8 吋銅

η">.  Bi . . 車用ほ安. 製で鍔はアルミニウム製である。このユニタトを現場

で適当な長さに接合して Cei l i ng Joist で天井に釣り

下げ又は畿の間柱の聞に取付けるのである。この輯射

阪房で室内との聞を開いて温められた空気を室内に入

れるようにしているものもある。 open にした場合は

縞射のみ、ゐるいは対流のみによる場より居住者の意

見では快適だという。これらの比絞実験も行われてい

るそうだが結果はまだ分らなし、。

t電E気による駁房tは主官電z力泊が'fl他也の燃籾に比して高f仰伽副削l比なの

で 7 メリカでも一般には利用されていなLい、、。 T電E気F防t

rftt常 :

a、k ものだが、最近はユ{ / ロt線泉} にごよらない革g新T丹I しい発熱体に
トらげー Ｈｦｾ 9; )  

よっている。その一つはゴムと炭素を特殊な織物に定

指させたもの℃、電話ユ性のゴム製品である。パネルの

大きさは Ｔ 沢 ｸＴ 沢及び Ｓｾ 尺 ｸＴ 択の Ｒ 種がｴ［， IJ ，放熱品

は75及び58 B T U/ft
9

，h である。パネルの周閣は巾 2

吋の絶縁材籾でかこまれ天井や墜に簡単に取付けられ

るようになっている。叉アルミニウ ムをとかして耐熱ガ

ラスに混ぜ適当な発熱体としたものがある。これにはア

ルミニウムの反射板カ:取付けられる。大きさは16吋 x24

吋である。

暖 炉

イギリスの文献によると低統的な暖炉一一イギリスの

多数の住宅はアメ リカと違って今でも暖炉が暖房の主体

であるーーを改良して対針己効果を治すと共に、輯射も広

い範囲に亘るような研究が行われている。即ち火床の改

良、事跡J板の設置、床下から空気を取入れて暖炉の裏側

を通し室内に混気を送るなど種々改良が加えられてい

る。 1942年 Duf t on 程よって行われた改良暖慣の比絞試

験の結果は第 7 凶に示すような室温分布である。改良さ

れたものは燃料が少〈ても従来のものより良い結果を示

している。

空気のT r t 1t.

食品の貯蔵庫、食器棚の中に設置して殺菌を行う紫外

線殺菌ラ y プは蛍光ラ y プの発注にともなって簡単で有

効なものが出来るようになった。殺菌ラゾプは紫外線が

最も強〈出る低圧水銀灯で蛍光ラ y プは蛍光物質をガラ

スの裏に塗つである.点でこれと違うだけで之は同じもの

である。ダクトの中に設置すれげ簡単に空気中のパクテ

リヤを殺すことが出来るので、住宅向のものも出来てい

る。電力消費量は4 - 5室佐宅で 15ワットですむという。

Germi ci dal  L amp， Steri  L amp 東芝の蛍光サ y ラν

プはこの種のものである。
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その他暖房関係の設備にはヒートポ y プ 、 太 陽 熱 利

用、ユユヅト・ 3ニヤ戸コシデイシヨナ戸等あげれげきり



がない程だがアメリ カでも殆んど普及していないし、ま よって円筒形の貯滋 ! i l : /! l 内で熱交換を行って得た。

たこれらは最近紹介もされているから省附する。ヒ ート 暖房を必裂とせぬ時期にはガス又は包熱によって 温

ポゾプは直接電熱を利用する設備に比絞すれば低限であ 水が得られるよ ろに出来ている。温水 自主謝礼流し、

っても、石炭やガスよりははるかに高くつ〈。暖房と冷 手放ー採、浴室内の F オルレール、食君主捌内の コイルに接

房を行 ろのだから暖房装置だけのものと上搬するのは妥 。 続している。 2 木の新鮮空気を収入れるダク トがあって

当でないが、いつeれにせよ経常rt!i も設f/l 白星空も高くなるの 家の外部lから床下を通ってユユツトの下部え入る。その

で住宅にはまだまだ採用されまい。それにヒ ートポゾプ

に対する経済的負荷は暖房負荷 と冷房負荷が等しい場合

・であるから両負荷に聞きのある土地では不経済なものに

なるであろう。太陽熱の利用によ る緩房は現在なお実験

の段階にあって突験住宅について研究されているが将来

性は余り 期待出来ないとみている向もゐる。 古 くからア

メリカ南部で実施されている太陽熱利用の給湯設備は貯

蔵タ γ クを採執コ イル より高い位置におけげ循滋ポゾプ

も不必要さであって工場生産で作れげ表日木の気候ならげ

充分実用にお: る可百回全はある。

殴備の集中

暖房、給水、給湯、 換気、排水等各設併殺 1 ヶ所に集

中しーつのユニッ トにまとめて工場生政とする。従来の

現場作業でも設備の集中、佼置の適当な選定によって非

常に経済的になるがこれは更に一歩を進めたものであ

る。しかしその半雨、平面計附か設備によって製約され

るといふ飲点はどろしでも生す. る。 従って大 Ｑ 量生ｾさ

される組"fr住宅には適当であるが現在の段階では一般に

利用される見込は少いようで ある。 アメリカの

I ngersol l  Uni t  はこ の一極であるがすでに紹介 されてい

るので、ここ にはイギリスの公営低保住宅に採用された

“H eat  Servi ce Uni t " について紹介しよう。※ ※ こ

れはイギリスの労働省が戦後大公に建設すべき低日舵宅

に設備するため設計したものである。第 8 図に示すよろ

にユエツトは完全な工場生産で、迎搬上A H C の3 部分

に分けられるが組立てた場合その高さは 2 階建の住宅の

高さになる。構造は自立. するスチ戸ル製のフレームで出

来ていて、その中に各種の設備が包含され、フ レ戸ム に

支持されている。ユユツトの外側は薄金属板でカパ戸さ

れるが現場に立てた後、室に面する外国はプラスタ F ボ

ードやその他の内装材斜でカパー される。 ユニットの内

部には固体燃籾による暖房昔器具、容量30ガロソ の温水 F

ゾ夕 、混気ダクト、パネルガ ス阪炉が牧 められている。

間体燃湘によ る暖房器具・とはパ ックボイラ戸を持ったオ

ーフ' : / Ｗ アイヤー でたる。温 ｊ ｾｾ 大ボイラーからの温水に

…… … …  
仁 川 頁 よ り

w . るものは間接照明に用いられたり、使用する場所によ

ってはテ F プルラゾプにもブラケットにも利用される様

考慮されているo <.第9図〉之等の新しい イゾダスト リ

アルアート l士、家具と同じ織に何の拘束もなく室の雰週

気に調和しています。標準化され普遍化 された洗練、味を

見出 し得る所に‘ 近代的な特徴がらるのでせう。

住宅の室内の装備についてとの課題でしたが、思いつ

いた催 、全般 的 な事項に ｅ って 、し かも ｾｈｾ 世な点をお詫

致します。 c筆者ー・内外木材工業株式会社勤務〉

中 1 ; ; j ; ; : f - ; tボイラ戸に空気を送るもので他の 1本はユユ ツ

ト内に夢蝉空気を送るためのものである。この f;l !l トか

ら入った空気はス トー ブ、煙突の外側を通ってl援められ

2 附のユニットに隣接する 2 つの寝室に送り込まれる。

またパネルガス暖炉は 2 憾のユニットの一面に取付けら

れ、その賊突はユニット内に牧められている。対流をう

まく利矧し 7 7 γ を用いずに温気を送っている点、器具

からの余熱そ出来るだけ利用している点、などすぐれた点

が多し、。喫物 のテス トによると全体の熱効率は70% であ

ったそうでらるが、この程度のものではこれ以上の効掃

はちょっと窪めたいであろう。このよろなユニットにし

ても阪炉そとっているところはイギ リスらしさである。

このユニットを公蛍住宅の 1種 くper manent

pref abri cat ed house T y pe  I. G. ) に設備 した例を第9

図に示した。このユニッ トによる住宅が現在どの程度建

設されているかは不明だがとの程度のものが一般大衆の

住宅設備として国家の支援をうけて実施されているのは

イギリスの社会の従ってまた技術の健全さを示すもので

ある。

結 び

個 別々 の々住宅設備を桜本的に、 全般的に高めるため

には結局、者s市の設備、国土開発の問題に至る。全体の

位以水準そあげなければ一部の住宅だけが高水準になる

ことも突は出来危いの℃ある。このような点から ソビエ

トやイギリスの地域暖房、発電hui設は将来の方向を示唆

するもの- c ; f b る。ソピエトに於ける火力発電の排気利用

による計Idlj 性らる地域暖房はソビエ ト全地主主を対象に計

凶され、現に実施されつつらるが全ての建物に熱蝶を送

るという原則仁ソピエトt也被暖房計画の原則の 1 つ〉が

実行出来るのは他国のまねられない点であろう。

参 考 文 献

・※ T . Beof or d “ B aSlc Pr i nci ples of  

Vent i l at i on A n d  Heat i ng"  1948 

・※※ 衛生工紫筋金正ｾ［ ｲｲｾＲμ 下 ＷＭＸ 月号
Archt ect ural  Recor d 1949，4月号 1950，1月号

及 び5月号仁筆者京都工芸酬は学助教授コ

ぺデスタ1Ltii[

太滞組株式曾批
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現在の生活に最もマッチしたもので満足することが家

を建てる一つのコツである。よ〈純誌や見かけたものを

研究もし tr.. いて思いつきで取入れたり、らまりに超味的

な材糾を使ったり必要以上の設備に多〈の金をかけたり

することは充分考えZ泣ければならない。次ぎにはいわゆ

る経常星空として、つまり家に関速しての経費としてわ税

金光熱費〉或は建設費の償却等考えておくことも当然必

要なこ とである。以上を変約してみれば、 1一家族構成

と住い方、 2- 経済的借置、 3一生活の将来性に対する

一運営等のイ也、色 々考えていけげまだ細かなこ とも為ろ

うが以上の様なことに一応なると思う。

ただことで思 うことはこれからの新らし い生活計凶の

意味からいえば出来るだけ室点的に考えて例 えげ調理の

ための設備とか哉は洗混のために手を省け る機にすると

か叉家族全般のためになる綴な方途に就ては、可能な範

囲内で大いに生かしていくことが望ましいことだし、そ

の実現にカを注ぎたい。大ぷ話しが理に務ちでかた苦し

いことになって来たから話題を変えませう。

そこてー家を建て る計frl1jヵ:烈し℃いよいよ建築にとりか

かれろ様になったとして、そこから叉話しをつづけませ

う。それにはまず敷地の問題がありますがその僕定に当

つては勿論理想的には東南に展けた梢々南下りのとこ' ろ

を望みたし、。そして北西の側にはまげらにでも雑木が梢

を交わしていることは好ましいじ、冬のなどには風防と

もなりそこにな〈秋の小とりの声はしみじみとした風情

を与えるものである。そし て 都心からは交通機関 Ｍ ｾ一時

雄

「えk しだ」の賞色の花の芽がすっかりふ〈らんでも う

窓辺近か 〈早春の賦が奏であれているのを問 〈。まだ残

されている炉辺に机を寄せて春の日を惣いつつ警が家の

設計をすることは愉しい。

間どりを考え、家の姿に心をはせて想いのろもに建ち

あげることはたやすν、。けれどもその思想は実際的には

なかなか} 致しないで生活の猿境と時代の相に依るかか

わり等がダブツテーつの焦点をつくって呉れないことが

多い。然し住む人達がその生活を現実にみつめてそこに

蛍まれる生活を充分に基本的な問題から取上げて生活内

容を整理分折して方針を樹てていけげかならず理想の実

現は可能だと恩号。その一つ一つに就て具ー体的に考えて

みるならげ例えげ生活を組立てている家族の数とか、家

族の形ちつまり家族の絵業とか、通学の状磁とか、 E買は

家族連の年令的な大きい小 さいこととかということ 、そ

れから将来に対しこの生活のあり方、叉住い方の実際的

な而に就てとかし 、うことが最も基本的なものになると，思

う。次ぎには建て織とする家に対して可能な金額の限度

の想定が必袈である。これは一家の経済の上から考えて

おのずから限定もされ るし、 叉その可能な範関内で考え

ていか注ければ返って将来に禍棋を浅すことになろ 号。

なぜならげ建築そのものにしろ設備に しろ考えて L 付 If

種 h の閣で良くすることはどれ程にでも出来て、生活を

より豊か} こすることは可能ではあるけれども生活経済の

粋から余りに離れる様な甥合経済的に破たんを来たすこ

とにたるのである。
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rF . J 9 { 致のところが良い。さもなければーそ都会の山手風の

場所に考えてみることも良い。然し何れにしても将来の

どんな変化にも対応の可能注土地を按ぶことは必要であ

るし、文住居費や交通費や芙他経常費などにも関連があ

り、それから家に依ては来答の訪問に対しても一応の考

慮は払うことも必哩であろう。その敷地の広さは建物の

広さの 3 倍は欲しいしその土地の絡好も、東西に梢 h 長

い短形の形が大体それに近かい形のものが間どりの上か

らも好ましい。然し余り土地の絡好に挺われると経済的

に有利な土地を撰ぶことに失敗することもある。

間取はある程度土地め形ちに依って作られることが』ま

んとうなことで、よ〈間取も作ってそれ' を土地に当ては

め綴とする人もあるがそれは無理な話しだ。敷地の方

位、道路たどは間取りが考えには大きい要素となるもの

だから建築家はいつでも敷地に対しては非常に細心であ

るし、叉政均1と間取りの関係に就ては多くの注意を払っ

ている。それから今時電気の来ていなし、様なところは殆

どないと思うが、水道やガス l" t 場所に依ては来ていt.r. い

ところも多いからこれも敷地を決めるためには大きな条

件として考えたけれげならない。

さら次ぎにはいよいよ間取りのことになる択ではある

が、そのiJ i J に一つの課題が出さわて、一応どこの家庭で

も首そひねることがある。

それはｻ主ｾＮ方としての形ち、つまり座屈ーか腰居かという

問題て別にいえば部屋を星星放にして座するか或は板1放と

して椅子にかけるということである。これももろ久しく

色々な聞から随分考えざされたことではあるが、まだま

だ実際には、はっきり解決されてはいないと恩号。そし

て椅子式の方カ生活的にいって仮りに種々な面からみて

災いということがいえるとしても、現今の様に住宅の質

の向上の問題よりはその1誌が多く出来ることが望まれる

場合に椅子式が生活のあり方からいって総べての家に用

いらわるべきものと断定することは少し平計な様な気も

する。然L 若しその椅子を用いることが可能な生活療箆

を有す るものだとすi吋f そこには出来るだけ腰掛式をす

すめたいものである。勿論その場合には椅子だけで間に

合う訳ではないし・その他の家良. も数多〈そなえなければ

ならたいし、叉冬季にはスト 戸ブなどの設備も必喜怒なこ

ととなｾ Ｎ 。幸男らしい生活のた必という立場から一応精子

式と L 、う形ちに従っていくことにしてみよう。

大ざっぱにいってみると家の中のあり方は食事をする

ため の場所と臨阪をとるための場所とに大別して考えら

れる。それに附帯して調理室や使所 ・浴室・履物の脱ぎ

場、物を入れる押入等に依て、間どり全般が組立てられ

て来る釈である。そこに家族の数だとか男女の別だと

か、波l' t 年令たとかいろことが大雪く反映して寝室の数

も、室の大さも帰納的に決められて来ることになる。

ただそわ等の塗を決めていく場合に各室の有担量的な関

係を充分考慮していかないといわゆる使い勝手の惑いも

のになる。その各室の配置はもちろん日当りの良いこと

と、同時に風通しの良いことは条件の第一のものである

ことは磁君、ではあるが、その中でも調理室についていえ

げここは一家の栄養の補給源を作為処であり、叉主婦は

一日 中の多くの時聞を費やすところである意味からも、

便利であると共に街生的にも良い場所でなければな るま

い。それから食i ' j J室との絡がりや叉浴室や洗濯場えも容

易にいけるということも考え泣ければならない。ここだ

けは設備費が少し余計にかかるとしても、調理室の食器

や食事ヰの戸棚、ｾｾ主流しゃレゾヂ等から洗濯憎〈出来れ

げ洗濯ｾＩなどに就ても多くの考慮を払うことに依て主

婦だけでなく家中の人達も調理室等の仕事をすすんでや

る織になるであろう。

ただここでアメリカなどでやっている様な方法をその

俊裕呑みにすることは食材紛のちがいや或は下水などの

設備の程度の問題から使用上で支障を来たすことも考え

合わをなくてはならたEい。その他便所を水没式にすると

か浴室を F イル張りにするとかいうことは特別にいうま

でもたにいことであるがこれこそ工事の費用とにらみ合せ

ていくことが必、裂である。

叉食卓とか総子、 ｾｬ Ｇｴベッドなどのことは好みを色々

云わない限りもう相当よいものを自由に撰ぶことが出来

る様になったことはまことに結構注ことではあるが、た

だ細かい部分に就ては普通には目がとどか泣いことが多

いから大きいテ' パ 戸トの織な処・5 撰ぶことが必要である

鐙室の大きさや、食事室などの広さはそこを使ろと L 、

う用途的仕立坊を主として考えていくことに依って自然

決まって来るし、小さい家などでは余り細かい間仕切な

どをつけたEい方が使い勝手の上からも使利である。要は

居住性ということから快適さが与えられることが根本的

条件になるものでらる。

外観とか祖母迭の ことになるとそわ相応のむずかしさが

らって一概にはいえない。 外観については出来るだけ単

純な形ちがよいけれども、木治家屋でコゾグリート浩な

どの様な陸家棋にすることは雨もりなどの原因を作る様

な結果が多い。要は雨漏りをしない材殺で間収りと考え

合わせて築上げることが良く、叉外壁などは最近の建築

基準法で場所に依つては、不燃質のものとしなければな

らないこともあ るけわども一般的には竪羽目など・でベイ

ゾトなどの塗. 装たずることが永持ちする。俗にいう「凝

って思案の他」ということが思い浮レくられる。秘迭も特

別に耐震的な方法! こすることなども良いが、建築基準法

に示さわたヌn去に依っていけばいいことだと考える。

家の中が明るく家族連も日々健康であるためには生活そ

のものに対して大なる意慾と明日えの希望に満ちている

ことが必袈だ。そのための楽しい吾が家はνつでもお互

いの愛情の灯をともしていこう仁筆者愛知県工業指導所〉

芝I
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けり。すなわち和歌、管絵、往生要築のごとき抄物をい

わたり。かたわらに、琴琵琶おのおのー猿をたっ、いは

ゆるをり琴つぎぴはこれなり。かりのいほりのらりょう

かくの如し」

之をプラ y に闘いて多少現代化してみると大体第一図

のようになると恩われる。鳩長明は応保の頃のひととい

われている治" /，!S，保というのは西歴1160年が元洋であっ

て、その翌々年長C K ，に改元になっている。この頃は例の

保元、平治の乱の直後でいわゆる「アプレゲール」時代

ι  でらってまことに現代と似ていたものと考え

凶 られる。

図 私ももし家をつくるならこの鴨長明を掌び

たいような気がする。戦争はもろこりごりだ

と思いながら、強大丈E隣国と占領軍はそC 武

装をゆるめ ようと しない。 i朝 に死にタに生

るるならひ、ただ水の泡にぞ似りける。知ら

ず、ろまわ、死ぬる人いずかたよりきたり、

いづかたえか去る。 叉知らずかりのや どり、

たが為に方M むをなやまし、なにによりてか目

をよろこげしむる。そのあるじとすみかと ｭｾ

常をあらそうさま、いはIf あさがほの露にこ

とならす'oJ と。我々の生活空間(i: 好むと好

まぎるとにかかわらず与えられた、天から与

えられたとも思えるしもっと形而下的に考え

れげ占領軍によって与えられた捕虜的な空間

でもらろう。我々の生活圏は与えられた空間

にはなかなかなじむことができなし、。またこ

の空聞は不本意な他の一一全〈 他のカでどう

にでも変えられるものででもある。我々がこ

μ 1，o  • ，の不本意な空間に住み而も当分は住まねばな

らないかぎり、我々の生活聞と与えられた空

聞は合同となり得ない。我身はこの与えられ

m 

ゆく測のながれはたえずして、しかも、もとの水にあ

らず。よどみにうかぶうたかたはかつきえかつむすび

て、ひさしくとどま ることなし。 世の中にある、人と栖

と又かくの如し。これは「方丈記」の冒頭に書かれたこ

とげである。だがもし誰かが「若し自分で家を建てるな

ら」どんtr. 家を建てますかと質問したとき、楽天家の方

丈記作者は彼の家のデザイ γ を次のよう に伝えている。

「その2誌のありさまよのつねにもにず。広さはわずかに

方丈、高さはグ尺がうち〈内法の%f . ) なり。所を思いさ

だめざるが古賀に地をしめてつくらず ( 7 : / カ{ を した い

という; 窓℃あろうコ。 っちいをく み、号ちおlまいをふき

て、つぎb ごとにかけがねたかけたりく組f t式調法の窓、

プレフアブ建築の組? ) 。若レむにかなわぬ事あらげ、

やすくほかえうっさむがためたり。そのららためつく る

事いくげくのわずらいからる。つむところわずかに2両。

専のちからをむくゆるほかには、さらに他のようどいら

ず。いま日野山のお〈にあとをかくしてのち、東に 3 尺

余のひさしをさして、しげをり〈ぶるよすがとす。 Cキ

ッチンをつくるために 3 尺の庇を出したとの意。コ南に

竹のすのこをしき、そのE にあかたな ( 闘的醐〉をつ く

り、北によせて障子をへだて、阿朔陀の絵E誌を安置し、

そばに普賢をかけ、まえに ｲＺｴＺｻｾ 経をおけり。束のｾはに

はわらびのほどろを敷会て、よるのゆかとす仁東側にペ

ツドを泣いた〉。 西南に竹のつりたたをかまえて、くろ

きかはご〈皮簡でおってカバンの怠であろう〉三合をお

i々s  

Ｒ 子ム ｲ ＮＮｮＮＮＮ［ＺＺ＾ｾ ー
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た空間に鋪設し、年中行事に或はその他 A

のいろいろな 7 7 グ F にしたがって「凡 i  

桜J i界風J i 障子J i 置盛」等で生活空 |  

聞と与えられた空間の不調をカグア F し |  

なけわ !f 到底人間的な生活は送れないで

ゐろ う。このよろな意味からも家具の固

定化よりも家具の本来的な使命にしたが

って自由に鋪設一一寸なわち自由に程き

換えて生活空間のフレキシピリテイ治保

持させる方向を支持したいと思っている。大きな一室を

とってそこに自由に錬設する、そのと きそのときに従っ

て自由に空間をつ〈りかえてゆ〈、窓箆主義というのも

こういう点を多く含んでいる。。本誌 仁建築と社会〉の

voI. - 31， Noぶ の12頁は 1 つの試案ではあるが第 2

図押入、 戸棚の類まで家具のようにして工場生産しこれ

を盛物の中に牧b て平面計画をつ〈りあげようというシ

ステムによっている。

又方丈記の都会的' a_

ものより逃避して自然

に還ろうとする人間的

な働きはいわゆる猿境

主義的な方向であって

第六図

3  

平斗ボド .1 ・

・L 仁

o  11 ，0  

トーふ一一『←-)-ー→ー一一- 3 4. 

15 

一一ー一一一ー T

第入図

フイリップ・ジヨシソンのグラスハウス第 3 図 c. Wr 建築

Vol . 25.  No6.  P- l 7 1 . ・国隠諜 Vol . 17，No. 5， P- 21，参

照〉のような行き方にも魅力を感じないではおられなし、。

又建築家アルパアトフレイが「日夜畠然のさ中に為る

• • 

様な住い方の佳さはなかなか因渡的な住宅で育った人に

は理解されないだろ う」と云い乍ら、第 4 図のようなプ

ラγ を作り上げている。く新建築VoI. 24，No.6， P- l 88. )  

苦しはフ・ロチダの住宅にま℃さかのぼるかもしれない

がこの傾向は私ヒとって魅力を失わない。

第 5 図は野木健雄氏の案であ るが同氏は、

第 6 図のような基本型の中に家具を適当にいれて如何

なる空間をも構成すると云っている。 〈新建築VoL23，

Noム P- 15) 第 7 図は菊竹清司1I氏案( 周辺泰編洋風住宅

図集〉の住宅だが之も一室伽j を大きく持ち出

している。そしてそれに自由に鋪設する志向

である。

み: にもし私が建てるというわけであ る か

ら、海外の民度の高い国々とちがって敗戦国

の而も貧乏教師が建てよ うという わけで、ま

第す・面積の制限、適正規模の問題となってくる。

宝 第 8 図は掃除をするとき人がどのように疲

労をしてゆくかを示している、. . t 軸は単位

時問、くmi n) a輸は清掃面積くm2 ) でるる 。図

に於いて第 I 期は作業習熟の期間であってペ

イスカ; 定まらぬためf得業能率に動揺があるが

[ 斗1
l :T. O 

1  • 

..，. 

2

珪

2  

何
日

V

ハ
V

やがて第 E 矧に入り 適手伝ペイスを発見して

その約ｾ総量は定常 化 する。しかしこの間にも

疲労は除々に蓄積されていって作業能率が低

下しようとする。しかし身体的疲労のある限

界まではこの能率の低下に対して、精神的努

力により補償しようとする、いわゆる疲労努

力があらわれ、やがて第E 期に入る。こ れは

図に於ても明らかなように肉体的疲労と精神

的努力の交替によるはげしいペ イスの苦しれ と

なる。その後疲労が益々進行してくると意志

緊張によって一時的にもせよ作業能率の低下

に対抗しようとする傾向は失われて、要求水

準の低下という精神構法そのものの変容によ
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って、作業盆の一層低い段階にある程度安定したベ イス

を見出すよろになるく第l V 期〉。 このよろ力: < りかえし

によって身体的、 r精白帥布神H的波労は生f体牟そのもののl破波l殴裂えと

肉 ｴ わけで Ｑ皮あｴ［，、る 。そ こで 図 に Ｑ於 ｉ冷 ｅ け る第 ｉｾ 矧捌砂Ｎ で ｇ剖 ｦ作 Ｑ乍 ］ 業か終了

するならげ生体tは玄殆んど疲労を感じt力なt l. 、ことになる 。で

吋 2 矧の仰終鮎る… 代 似 入叫 るμ寸とe ｾＺトトＺ〉〉〉〉 ｦｋ仰削ω ｌ伊ω ｡心 Ｓ
6印0平方米となる。く拙稿日 ヌド述築学会研究報告Noん 参

照〉そこでいろいろ安全E容を考 え、経済的な理由も考慮

ト二いれるな ら不補者には約そのW. 分{ 吹が適当と恩われ る

ので住宅をいつもきれ いにしていらわ7 . ，面積は約10坪と

いろこと になりそ ろである。今里子感一氏の研究によわげ

2 階建ては階段の上下に相当エネ ルギ 戸を消費する ので

絡別の理由 が泣いなら 止 ｾることにしたほ うが得で あ ろ

う。( 建設省建築研究所婆報No.118) 、又椅子式、座式

の問題 だがｾ隊で 靴 をはいて 一日中生活 した経験からみ

て「たたみ」には何の未練もない。また次表は旧海軍が

求b た動作エネルギ表であるが参考までに記しておく 、

動 作

エネルギ戸

消 費 景

Cal mi n 

第 1表でもわかる通り立ったり坐ったりするのは案外

くたびれるものである。だからこの立ったり坐ったりに

ボテ ν シヤルエネルギ ーを少 しでも少 とする椅子式にし

てみたらと思っている。しかし何はともあれそれを建て

る資金は到底でてきそうにもないのでただ表題のような

嗣腕部のお求めに応じて設計だけしてみたのが終末第 9

図の祭である。 これには、書ききれなレ多くのアイデイ

アが勝られてあるが読者が之を〈みとって下されげヨド越

というものであろう。

都浩はg繍コシグリ戸ト遜り大きさは2間 x 5間床は欽

平石頭り。靴のまま生活する、戸棚、押入の額が少いの

はこの家を建てる資金に持物をみんな売ってしまうから

だが、叉このよ号な諮たg . りの生活も惑〈ないと J思う。

天井高 ｬｾ 方丈記の通り内法 Ｗ 尺、要するに、 Si mpl e 

l ife and Hi gh t hi nki ng であ る。子供が生れたらハゾ

モツク を天井か ら釣ってねかせる紺屋の白袴というが、

あま りに建築的でない結果になってしまった。しかしこ

のよろな生活をしてみたいものだと思っている。まして

国 民の大半が、住宅もな〈て生活してい ｾ， ことを忘れ で

はならない。 r宮政機関」も望みなし。今さびしきすま

い、ひとまのいほり 、みづからこれを愛す」と方丈記の

作者はいろ。幸福とはこういろ 類であろう。

般昔f図説明 A : 家事用苦棋絡納

B : 食糧、コ ーヒ、等を絡納

C : 衣類、飢; t x _ 等を絡納

D :  ｬｾｾ もの・傘 ・ 掃除具等を絡納

E : 子供のひ るねにも用いる。

敷地 : 北に道路、約 150坪

仁筆者 ・東京工業大学助教凌〉
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若 し 自 分 が 家 ' を 建 て る な ら

最小限の家を住宅公J i l i で建てるなら、或は私でさえも

建て得るかも知れない、それで最小限の家を考えて見ま

した。家族は夫婦子供2人の4人です。私は今、朝日ホー

ムと云う家に住んでおりますがく新住宅第3巻1月号所載〉

この 7. 5坪の家で結構楽しく、快的に暮しております。

劫占と6怖の家に家族4人と、家の割に多い家具をつめて、

必 それでも中々面白く暮しています。この小さ L 、家にうま

く住むには家具の配置をろまくしなければぢムむさい住

み方になります。この小さい家に、和箪笥 2 、洋タンス

Ｑ 、 机語ｾ 、 テ戸プノレ Ｑ 、腰掛 Ｒ のセット、考正合 Ｑ 、本棚

3、茶棚1と中々物持ちでるりますが、人間 4 人もうまく

入りこんでなかなかととのワております。だから私l"! 狭

い家に住む面白さと、よさを知る事が出来ました。第一

主婦の掃除が甚だ簡単にすみま

す。家肢はいつも一部屋にかた

まっておりますのでスイ戸トホ

戸ムです。飯をたけげ硝子がく

もる程燈かになります。すき燐

などすると全く燦かいです、私

は夜遅くまで一人でよく起きて

います。子供の袋顔がすぐそば

にあります。子供が布団からと

び出しているのを見てなおして

やります。するとスイートホー

ムの感じが、夜遅いこの小さな

家にただよってまいります。こ

m家は小 さい、 もろー問慾しい、

と時々家内が言いますが、まこ

とにそう でありましよろがそれ .

でもその鼠痴ほさしせまって兵

剣ではありません。住めげ都、植

生の宿 もいい ものであります。
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私はこの家に住む前に 6 坪あまりの家に住んだ事もあり

ます。使所も浴室も 3 軒共用のもの刀、いったん外に出

なけ才I ばならないのです。やはり夫婦子供 4 人で、子供

がまだずっと小さい時でした。その時も給構楽しいもの

でした。それで、夜、は小 さい家はし丸、ものだと云う事を

知り得て、自由なプ 7' / をエスキ 戸スする時には必ず最

小限のものを考えています。表題の線題を与えられた時、

私は続初 7坪を設計して見ました。それから 8 坪、それ

から 9 sFと3 案考えました。仁図示参! l 沿いづれも私iこ

は楽しい生活を包想する事が出来るのです、之tt . 私の持

論ですが、住宅は建物自体よりも、設備や庭に金をかけ

た方が良いと云う事です。この小さい2誌でも便所が水洗

式で、風呂、 fkJ1C共燃料まガス、包気、電灯、ガスのア

ウトレヅトは適宜配置すると全く快的なものになりま

す。加ろるに庭は樹や花で、背く、美しい巡mをつくる

なら、この小さい囲いの中tt . 天国になります。それでも

向、家を大きくする余力があるなら、家よりも電蓄やレ

コ戸ドを買いたいものです。本も良い度い、絵も買いた

し、写A 機も貿い度い、そんなものが全て生活宏美しくし

て呉才l ; : ，からです。私の買い度くないものは必要以外の

装身具つまり単に身を飾るばかりのものです、単に家を

大きくするよりも 、生活事f 盤に、美しくする様に考える

方がこの人生¥1楽しいと恩います。

E室内の墜は杉の中板を釘打で素地のまま 、天井もその

ままの打上げ、床も 6 分の板貼・( o 7 ローリ γ グまて貼ら

ない。そんな部室は殺風景だと云えば然諭そうでありま

すが、この墜に原副はなくても複与の美しい絵、本、彫

刻、花、ぼろ布で作ったマット、カーテ γ 家具等で結構

美しくかざる事が出来ます。外壁も杉絞のクレオソ戸ト

で充分です。ただ樹や花で美しい遼境をつくる事を忘れ

てはなりません。それからサ戸ピス 、ヤ戸ドはぜひ設け

度いと思います。之はいわゆ る楽屋裏を囲む意味であり

ます、それでも、この中は雑然としていていいと云うの

ではなく、ここはまづ美しい選境をつくり難いからです。

春風に赤きなにやらひるがえると云号勾がありました

が、あまり色々なものがひるがえっては困ります。又こ

の中で作業に便利な作文的遼境をつくる為にふこのサ

F ピスヤ F ドと云う聞いほっくり度いと思うのです。こ

の固いはデザイ γ で色々面白く設計する事が出来ます。

こうして生活還さ竜をいか} こ小さくぐも美しく、明るく、

快的に、楽しく、あり度いと思うのです。お金をいくら

使っても将軍わないのなら、それなら、壮麗なものも出来

ましよろが、誰にしても経済的に済む; ! J : $ は望ましい事で

あります。それなら経済的 とはお金の使い処を適確に処

理する事だと思います。

仕上材を前述の様に最低のものにしまし-c も筋違や基

礎や笥財や床下の防湿処置等充分に考え度いと思いま

す。家が否んで建具の処に際聞が出来るのは基礎や取b組

を堅固にしな いか らです。こう云う所を充分に注意して、

仕上材ほお金がなけれげ最低のもので良いと思います。

それから屋根でふ柿板を葺いてその上に瓦を主主く様に

すれば、雨漏のおそれも少くなります、屋恨の形も複雑

なのは出来るだけさけで簡単に水の流れ易い様に、谷樋

等も取らない様にするべきです。

どんな小さい家でも仕事自体をいい加減にしていいも

のではなく、いかt. : J j、さくとも 、し、かに粗末; な材料であ

ろ号とも、仕事は入念に立派に L たいものであります。

誠実のある仕功をして出来たものこそはく¢あろ物が出

来上るのは当然でるりましよろ。私はこの様に考えて、

若し自分カ:家を建てるなら一一つまり具体的に図示の鎌

なものを考え・て見たわけでらります。 9坪のプラ ν には

今持っている家具をそのスケ 戸ノレのまま配置・して悩いて

まb ります。こうして見 るといやにせせこましく 見えるで

しょうが、住んで見るとそれ程ではありません。もっと

も、大ｾくゆったりした事に 越 した事はありませんが、

これで結鱗ゅうづうのつくものでゐりまず。 小 さし豪は

どう配置しでも 、南向なら光線は部屋中にとる事は出来

ますが、一応基礎概念として、主婦の台所作業を快的}こ、

子供の勉強場は明るく静かに' 仁子供の勉強場It . 南面l玄

夏は著すぎます、もっとも、冬は南面するのはいL 、でし

ょろが、このプラゾでは冬でもこの当りまで日がさしま

す。コ そうして家族はいつも一部屋で団楽出来る様にと

ノ、 ロ

J 胸、 p

8
T  
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考えたわけです。主婦が台所のf惇患をしていても、子供 りますから、この織な最小限の家℃は考えていては納り

が勉強していても、私が仕事を していても、一室に皆夫 ません。この事を軍基症に考えるから、ゅうづろのきく 益

の々Z誌をして、夫々の配慮を持ち、それぞれの愛情をた 放を慾しがるの7 " あります。そろするとやはり盛が基調

だよわせている、と云う 気持であります。台所の設備を になりますから、きまりきったプラ γ になり 、家具や牧

伏的にすれば是否共 Li vi ng Ki t chen にしたいもので、 納に処却が手際よくまとまらず、感の上} こ 5t: / ス等の憲

之はまことに能率的でいいものであります。わざわざ務 いものをのせて部屋をせまくしたり、大掃除の時に買い

湿している処を見せて客に喰わず料理屋 もあるのてずか ものをかつがなければ盛を上げられない有織になるので

らこちした試みは既に試験演で、もっと思いきって B A ありますル妙也も最小限に考えて見ました。必硬なれげ、

R 式に処理しても面白い ものが出来ます。客の; r f iは考慮 家も庭も大きくする事は容易な事てーす。若し自分カ家を

に要れておりません。客の為の設備も住宅には必要な条 建てるなら一一j此小限を考えて住宅のあり方を知ってお

件・をすが、それは出来得るならと云号条件がつくもので れげ、その基礎条件に応じてどんな事も考え得るわけで

あります。泊る客なら身内か、心易い人でありますから あります。住み方のうまさは、 人生の生き方のうまさに

3 舶につめて袋てもいL 寸つけてらりますし、板の聞に布 つながるもので、大変重要な事と思います。

団をひいても惑いわけはありませぬ、これは二六時中の 仁筆者・竹中工務庖設計部〉

ものでないのでありますし、叉ゅうづ号の含くものであ

若 し 自 分 が 家 を 建 て る な ら

設 計 概 要

橋 治 基 礎 : コ ゾ グ リ ー ト

墜 : 煉夏通及itk.筋コ γ ク リ戸ト法。一部木造

屋根 : it繍 コソ クリ戸ト法

仕上げ 床 : 居間廻り色モノレタノレ塗、目地切

寝間廻り縁甲板貼りご軍床

壁 t 外廻り煉瓦は化粧積コンクリ戸トは打放

し

居晶官盟り煉瓦は化粧積コゾクリ F トは小

叩き

炊事場廻りは プラスタ ー塗一部タイノレ貼

鐙民官回りベユヤ板貼り

浴盟国 りは断るまでもよくタイノレを床及

膝に廻す

天井 : プラス 5t - 塗

庭 園 ポーチはコゾクリ戸トプロックE吹き、英他置芝

34 

叉["1砂或いは玉砂利敷きの取合せ。

倒木: 南庭には大きい織か援かの蕗築維木。入

口附近のは楓。北側にはぎんもくせL 、か。

菜園 とサ γ ボ戸チの境には茶がいい。

英イ也萩縛或ひは雑草少々、特}こ9嚇も。

北側花壇には西洋の草花に匂やかなばら垣。

スリ戸ピゾグパテイオの池にのぞんで水うつぎ

か自のライラツグ。

増 田 友 也

家 政 この家の主人は内海の島て生れた。南方の I仇が

流れているらしい。

その憧れはむしろ北方にあるのだが、血lま争え

ぬ。時には北吉宗に依って震予机を愛し、時として

は雨降に出て小吟を作す。

主婦は具郷に育って踊る潤達であり、その志を

彩管に托し乍 lろ、家計のやりくりと育児に追わ

れて青年期を終えた。

準中の宝は両個の室見のみで t . > る一寸反りに作

者にマ イヤ F ノレの発明らったとしても、つまり

は拳々たる小家庭で ある、さろ 言うものに拘 束

されることを喜げぬでらろ号。 況して作者は、

これら 4 人の生活の自由な差益態にその場を提供

し得るかどうかに波 々。

仕上げの色は、これは家が建ち上ったら 4 本の

プラッシユが占ういめい気ままに決めるだろう。

さうしてそれが全体として、ある雰沼気をつく

ったならば、つまりはそれが家だろ ろと恩2 j 0  

殴計図段明

1  : 入 口

2:  ボイラー室

3:  主人仕事場

4: ー雑 仕 場

5: 炊 事 場

仁慾者、京都大学建築学科部師〉

G  : 居 間 11: 池

7  :  主婦仕事場 12:  サ γ ・ポ F チ

8  : 夫 婦 寝 間 13 : 物 干 場

9  : 子 供 鐙 間 14 : 子供遊戯幼

10 ・スリ{ ヒ・:/ 15 ・ 菜 園

グ・パテイオ 16 : 花 壇
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若 し 老L が 家 か 建 で る な ら

自分の住宅は建てないのがこの国句建築家の礼儀では

ないのかも知れないが、自宅を建てるほどの建築家は極

めて恵まれた部劇こ属する。「若し私が家を建てるなら」

などと言われてドキツとする私など恵まれた部類に入る

とはつゆ申せぬ。しかし仮定の事柄にはお答え出来ぬと

言った人もあるらしいが、それほどむつかしく考えなく

ても宜しかろ号。

さて「若し私が家を建てるなら」と開き直ると、俗念

うつほっと現われ亡、学生に講義をするのとはll!l nか勝手

が違号。地震、雷、火事それにアプレゲールの風と水、

あきす、どろぼろ、ごうと号など、自然不自然の暴力が

頭の中に出没して臓病者の心臓を波立たせる。自宅を建

てると 悶く毎にその人の勇気と心臓 C勿論財力 もだが〉

にT悲嘆する私である。自然の暴力はしかし何とか防げる

し又万一犠牲になっても仲間が多いからあきらめもつく

けれど、不自然の暴力はどうして防げるだろ号。窓や出

入口の小さいエヂプトや支郊の住宅なら先づ心配はある

まいが、夏向きの日本住宅では何としても心許t.t. い。又

そう言号奴に限って最も弱点を突き破って侵入する。只

物を持って治げる奴なら不幸中の率とあきらめも出来よ

ろが、命まで持って行くのが居るから油断がならない。

36 

福 田 朝 生

安全保障の問題はゆめゆめ人 ごととは申せぬ。 武装し よ

号にも経済カは許さぬ。

領土の問題ず掠り。捜せたりとは言え四つの島を持つ

此の国はまだまだ上の上、一片の土くれす ら持たぬ吾 k

t士一体どろなるだろ 1) 0 1. 、や飛んだ余談となって了った。

若し私が家を建どるなら、構造は欽筋コ γ グリ戸ト平

家建、様式は洋式、しかし本当のことを言えばすき腕で

もつつき乍らチピリチピリやる四金半一室だけは確保し

たいのだが。アトリエと共に離れを作るのも一案。南北

の聞いた夏向きとして冬はパネルヒ戸テイ γ グ、ポイラ

戸 ｾｉ ￬Ｚ洗濯渇を兼ね る。真夏の食事はテラスで涼み 乍ら

摂るのがこのプラ: / のミソ。 7 の袋室は子供達が成長し

てから憎築。敷地は広 々とした郊外の一角、くすか何か

の大木の間に小ぢんまりと建てる。 ;1l などは木かげで1A

縫でもしたい。詳しいことは図に議ろ号。

コγ クリ{ トだから自由な尚蝕が使えるのだが角っぽ

いものになって了った。製図禄具の奴レイと言われでも

仕方為るまい。セグシヨゾペーパ戸のせいでもらる。窓

わりも何か必のにおいがして田舎くさい。悪口の封じ手

ではないが。匝iいてしまうとららが目について叶わぬ。建

築家根性とても言お うか。〈筆者京都工芸繊維大学講師コ
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「若し自分が家を建てるなら」と言う題を与えられた私 をかけてみたいと思いました。雨水の処理1' 1 軒まわりに

は、さ てそれが今迄に何度となく夢想 してみたことでら 排水絡を占うぐらせれげ良いかと思います。

ったにも拘わらず、改まってそろ尋ねられたと言うこと 生活機式は立式を採用、殊に機能、設備、衛生の而に

の放に、緩まらぬまま錯綜す る色々な想像が、終:易に巧 留意し、しかも休息の場としての住宅の意義を保つこと

く口をついて出て来ないのを感じま示。 の出来乙「う るおいJ の色どりを忘れたくないものです。

ところで「若し自分が家を建てるなら」と尋ねられて、 建物の色は災自が良いと思いますが、鉄平石や自鮒3

先 づ最初に想うことは「環廃j と言号ことでした。視野 を問所に使用して変化を持たします。カ F テゾや関口部

のとどく限りに広々とした縁の丘の上} こ、 さんさんと降 まわりの色も、夫々調和のあるものにしたし、と思います。

りそそぐ太陽の光 と新鮮な空気のもと 、ただ一軒ポツネ その南側にテレスを持つ居聞は、間分ス ペ戸スを広く

γ と建っている ロマ y チックな家を私はいつも想像する とりましたが、季節に応ずるパリエーショ γ を持たせる

のです。そこ には都塵や機械の喧騒も 、いわんや交通の ために、家具や簡単な仕切りの役目をしてくれるスクリ

危険にさらされることもなく、ただ飛び交う小鳥の鳴声 戸ν を色 々に移置しなければならない故の考えです。 と

と、乱れ咲く花の芳香があるばかしです。その上凶浮に きには数人の友人を招んで騒いだり、家具を片づけて〆

応じて変化す る自然の美しさが、きっと私の生活を明る γ スをしたりする惑の出来る、 「居聞の転用性」と言う

く楽しくしてくれるに違いありません。たとえ都会の夜 間問も、この広さが解決してくれることでせう。開放さ

にネオゾと映画が恋しくなったとしても、この丘から都 れた扉のむかうに鉱がる縁と居間が、一つに溶け合 って

会の中心部に通ずるハイウェイ} こ、私は私の自家用車を 涼しい夏のひ るさがり 、或は 7 アイア{ プレイ スを囲ん

ものの十分も走らせればそれで済むのです。 で、誰かが朗鼠する詩に耳を傾ける冬のタ等と、そして

そこで私は、 この様な塁手に胸をはらませ乍ら、 「若し その大半の時聞をこの部屋で過ごす私達の生活が、いつ

自分が家を建てるなら」と「私の家」を或る丘の上にス も楽しいもので為る様に墜の飾りつけや家具の配置等を

ケ Y チしてみたので した。 色 々工夫してみる必裂がらるでせ 号。

家族精成は、私が新婚の家庭を持ったとぎを想像して 食事の場所は、主婦の労働を削滋するために、或は設

のことですから、私と私の棄の二人です。 或は子供がー 備の軍複的な繁雑さを避ける意味でスナッグパーの形式

人ぐ らい既にらつでもかまいません。 をとりました。居間用の椅子を転用すれば簡単です。

構造は一部に鉄骨を使って銀謝コゾクリート造にする 拙く ともみれ絵を描く私は、私の表現活動を自由に約

のが思想なのですが、ともあれ何とかしてこの様な屋根 来して くれる制作の場所が欲しいと思い、可成り 広J 、ァ
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トリヱを設けました。何段かの階段を降りて入ろこの部

屋の高い天井には、プライゾドで保光を調節出来る様に

した天窓を作りましたが、殊更に北の光線げかしを尊重

する放の陰気さを廃してとった南側の慾と共に、この部

屋宏明るくし且制作にも希望の光を投じてくれることで

せう。作品の幾っかを飾って、一寸 ｌ た同 ｩｗｾ の役目をし

てくれるギャラリーから バルコエーへ出ることの出来

る関口部は、凶材の搬入、作品の搬出等に役立て るため

のものですが、或は又パルコニーは、とあ= ! . 目、アトリ

ヱに私を訪れて来た悩l友との談笑の場として利加するこ

とも出来そうです。

そしてカゾチレハ【ではね出たパノレコニ戸の下部に

は、ガレ戸ヂを設けておけばと思ってみました。

寝室はベッドを使い、押入、 戸棚、洋服 5: / ス等を光

分とっておきました。寝室のそばに智務を設けましたが、

子供が大きくなれば勉強室として利用出来るでせうし、

一寸した来客のための寝室にもlぶ用出来ると思います。

台所、浴室は電気設備、便所は洋風水洗式をとりまし

た。照明は一部を除いて間接照明を採用し、アトリヱに

於ける夜の制作は蛍光ラムプヵ:便利でせう。郊度々々が、

その光と陰の安配によって、美しい雰囲気をかもし出し

てくれる様工夫したいと思¥， ，j ; す。アトリヱだけでも援

房設備があればそれに越したことはらりません。

テレスに設けた緩炉は、戸外での火を楽しも号と言号

-ーー ー.

とぎの'ものですが、鹿挨の処室長等に大きな役立てを持っ

ています。居間の延長として意味の為るこの広 いテレス

を挺に意味づけるためにも 、こ こに緩炉のあることがと

ても愉快に思えます。ところで私は、このスケッチの中

「タ タミのに部屋を設けなかったと言うことについて、

もう一度考えてみなけれげならないのです。

すぶ主の生活の中に着物があり、お茶がらり、活花があ

る以上、タタミ 1" 1日本人にとって切っても切りはなせな

い存在です。たとえ外的なものとしてタタミを要求しな

かったにせよ、私達の心の底に掛 Ｑ 虫く流れる伝統的なｾ‘

繰は、常に日本的なものを求めて己まないのが当然です。

だけどそうしたセ Y スは、工夫さえすればどの段にし

てでも作り出すことが出来るのではないかと言うこと

と、何も「タタミの部屋」だけがその様な要求を充たし

てくれるすべててはないと言う考えから、更に叉何かと

不便な座式生活から脱がれたいと言号潜在意識が、つい

つい f31 タミの部屋」をボイコツトしてしまったのでし

た。とは言ひ条、汚物を活用した私の妥が、精子に坐って

茶をたてると言号ことで、その美しさが半滋してしまっ

た等となっては不愉快ですから、たとえ小さくとも「タタ

ミの部屋」を設けておけば良かったと思うのです。若し

どうしても必要であれば、パルコエ戸から東へ、渡廊下を

伝ってゆ冷るf 31 31 ミの部屋」を噌築しょうと考えます。

く43頁に続くコ

39 



.
‘

 

j

h
ι
 

'・

丘 土 目 当k

目 . 玄E ヲF

滝 沢 真 弓

年 期 の 必 要 毎 度のことながら今度の展官会で痛感さ

せられたことは、建築の勉強には年期が喜きるとい号こと

であった。如何なる勉強もそれにちが1" ないが、特に建

築設計においては、直観的総合と論理的分析の両而の才

能の調和lの上に製図技術の聞も加わるので年期がものを

言号。そろいろ点、て旧制大学の諸震の作品が優れていた

ということはく作者の才能を一応薄慮外 としてコ何 とも

いたし方ない次第であった。と同時に考えさせられた問

題は一一今回の展覧会と直接の関係はないことだが一一

来るべき新制大学の専門コ ースの年期の甚だ心もとない

という一事でらる。

が、とにかく今までの制度でも決して長いと言えぬ年

期で、あわだけの成績が上ったということは、学生諸君の

努力はもとよりのこと、何となく日本の文化カも追々に

回復しつつある証拠だと有難いことに思う次第である。

卒面計画の散漫 ところで、; ! i . > の会場で私は諸君の労

作に対し妄評を加え、しかもそれが単なる当座の思いつ

きだったりしたことは今夏ながら相すまぬことに忽号。

それはらたかも私自身が未だかつて学生だったことがな

d ぉ

τF 

仁京都大学、文化セゾターコ

かったかの如 くであったかも知t l t.c l， 、。が、あの席で言

ったことは突は私自身に向って言わねげならぬことだっ

たのて・ある。と同時に、つくづくと思われたことは、私

共が学生時代に先輩たちから評されたと 同じこと を、私

自身もまた諸君に向って言っていたといろことであ る。

そこモ具体的な問題と して先ず注意せねばならぬの

は、多くの作品の造形的構成，が一一特に平岡計幽‘ におい

て一一散漫だと L 、うことである。私共l主学生時代に、す

でに老教授と いわねげならぬよ号な先生から教え らわた

のちらるが、その老先生が常にくり返さ才i: tこ言‘ 薬で今で

も耳の底に筏っているように恩われるのは「平面は' ( ' き

るかぎりコムパグトに」といろこ とてあった。これは古

い・新しいに関せぬ建築計到の要締であると思号。特に

日本人; こ対する最大の警告ではないかとさえ恩ろのであ

る。古来 メイソゾリー・コ γ ストラグシヨ γ の伝統をも

たぬ日本人はこの点ｾ先天的に西洋人にはかなわない。

それは、言わば木造線式的性格とでもいうべきものかー

ーその根底に気候風土という 条件を考慮す るにしても一

日本人の計画は概してコムパグトでない。その極端な例

は、あたかも桂離宮やご条畷宮の書院のよ号に折7 . 1尺式

に屈曲している。尤も西洋でも最近lま大分変って来た。

ヵ:彼らのいわゆる開放様式と吾

人の先天的な散漫性と は似て、

その突非たるものだ。それは正

にピ 7 テキとスキ ヤキ ほどに異

るのである。

立体のアヤ 平面が散漫だと

いうことに対応して立函の取扱

にアヤがありすぎる。茶室は白

木; 的性絡の最もよく現れたもの

とされているが、あの狭い空間
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に何といろ手の込

んだアヤがらるこ

とだろ号。簡素で

ｾるという反面に

おいて、実にコマ

シヤグレた桁ｾｪｪＩＨ，で

ある。} つの強力

なテ戸マを墨体と

して、その上にカ

ツチリとしたグア

リエーシヨ y を展

開する間洋人の論

理的な構成に、日

本人は夏めて肢を

聞かねばなるまい。その際、言わば外

国の新しいスタイル・ブ y クに目移ろ

いをしてはいけな L 、。

.... 
.戸 ー-

.. . . . ‘  

ー、 "

仁科戸ヱ玉事、美術館〉

司王ニ ュメンタルアーチ

織能と表現私共学生時代によく話

題に上ったことは、立国の構成が全く

予期せぬ背面において最も成功すると

いろこと・をあった。稚でもフアサ戸ド

は最も美しくと苦心する。そのために

は』延々平面を犠牲にさえする。次いで

似IJ 簡を考慮する。そして最後に背面だ

が、それは大低の場合、 他の三面から

必然に、というよりも止むを得ず、決

ってしま号。ところがそれが一番優秀

だ。これは逆説のよろだが、突はそこ

1._  Ｎ ｾＮｩ ｾ Ｚ＠ '言-
i 巴 .

-_ 
・四一 -

.，- ・
4 泊 ー ー

ＮＮＮｾ ，＠

・ＭｾＮＭﾭ
_  .. 

，_-・ー.  

ep'、M fj =  

｟ｊ 一一 ー ｟ ｟ｌ｟Ｎ Ｎ ｟ｪ ｾｌ ー i  

;静静争44 4

にm嘆の本当の姿が現れた、というわけでは為るまいか。

つまり形の美しさというものは主観的に求診るべきでな

く、もっと客観的なものから自ら決つ・亡くるものなのだ。

私共の時代にはまだ「機能」という用語はなかったが、

そういう考はあった。そして、今度の展暗む急の作品にお

いても、単なる主観から求められたらしく恩われる「新

o ! l 軍属示舘

.  .  .  
ＮＮＮＮ・ ｌ ・・・・豆 Ｔ ・・ニｾ￰Ｎ ... ..: 1  

仁大阪大学モニコメゾ 11 )レマ ーチコ

しい形J が少くなかった。 妄評多謝。但し、掲載の図面lま

就中優秀の作品であろうから上詑の妄評はそれらには妥

当しないであろう。 〈筆者・大阪市立大学理工学部教授) '

卒 凡

右

異

川 純

常

良日

-j.VtA.<l S.f・・・王・"こ喝d: ・・4 ‘

職後汲的 とかアプレ的 とかし、わ

れる性格なり様相なり{ ' t 、今日のあ

らゆる国で我 々の目をそ ば だ た し

め、耳を驚かしつつあるが、あた り

まえのことを、らたりまえのことと

して行動するなどといちことは、お

よそ無意味で為って、何か1 N C 常な奇

矯な、人の耳目 を穏かせるテ イのも

のでなくては満足出来ない気持、一

種の英雄主義、こんな気持は必ずし

も今日の若い人達の専売ではなく 、

凡ての時代の若い人達に共通な心理

のやうにも恩われる。否それどころ

か、かくいう我々、所謂戦前派と い
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仁京都工芸繊維大学・美術館〈下〉室内競技場C上) )  

我々のヒガ自でらろうか。今日の若い人遠の辞書の中に

は「独断」とか「思い上り 」とかいう語録はないかに見える

関西六大学 の設計コソグ戸Ｉｾ展を見ながら、私はこ

んなことを考えていた。昨年度の展覧会ではそんなにも

感じなかった傾向が、今年度はかなり強く出ているのが

私を剰設したのであろ号。

尤も最近アメリカ あた りの外国雑誌が自由に見られる

やうになっ亡、自然トラはその辺に求められることもそ

の一因であろう。しかしアメリカの組誌と量産も異常げか

りで充たされているわけでもなく、寧ろ我々か ら見て平

凡な、 あたりまえな、素直な作品の方が多く紹介されて

いる。にも拘 らず舷磁的な異常え! J i 1，常えと諸まかれ てゆく

現象は、今日の心理傾向から、まことに当然に感ぜられ

るのだが、されげと いって、異常の異常たる所以を考え

ても見ないこと、換言すれば、平凡な、あたりまえな、

素直な作品の 「よさ」を噛みしめて味わって見ゃうとも

しないこと、これも困ったことといわうか、寂 しいこと

といわうか。

具 体 的 にいえば、平聞にあらわれる傾斜した墜、

曲りくねった盤、横這いてなければ登れぬ階段など、外

観では建物 の偶角部にあらわれる鋭い突出や曲面、ご階

以上を利用して一階は柱だけの家、間後な連絡廊下など

きりがな」、。

42 

われる我 、々も! 専に戦

前派的ならざる考え方

や行動の片鱗を、我れ

と我が身に発見して、

びっくりすることがあ

るので、人ごとではな

いのかも知れない万、

兎に角人聞にとって、

平凡より異常の方が刺

掛句て興味あることに

品官室はなL 、。

しか し平凡か ら泉常

え連る一聯のスベグト

ルの意味内容を一応認

識し、平凡と異常との

区別が兎にも角にもつ

けられるとこるが、純

戦後派と我々と の相違

‘さもあろ うか。今日の

若い人達が異常を異常

とも感ぜず、異常の特

異な剰設に、単に、反

射的に惹きつけられて

ゆくが如く見え るのは

しかし私はこれらを排斥しゃうとはしない。ー尤も横

這いの階段はいささか困るがーただこれらが無意味に突

如としてあらわれて来る、出現する必要のないところに

出現し、出現すべからざるとこ ろに出現す るのは附ると

考えるだけでらる。

しかし、異常が無意味に突如として出現す るとこ ろに

アプレのアプレたる真阻が為るのかも知れないが、一応

内省して見る必要ありと我々は考える。鋸は館、聖書は盤、

その使用のところを得なけれげならず、叉その目的に適

合する様な型式含備えbて居札叉そのために美し L 、。板

は墜で切断すべきか。柄穴は鋸で穿つべきか。充分思考

すべきである 。単なる異常は低劣だと思う。

考人の椴頃 めいた感想になってしまったやろだが、

しかしこれはことさらに作品中の異常な部分をいささか

誇張し過ぎた嫌がある。私にもアフ・レ的異常癖泊'感染し

たらしし、。

兎に角関西の各大学ヵ; 共通の テーマ によって斯機なコ

ＺＯＡＷｾＩレを行うこともよく、いささか荷が定過ぎると恩

われる「文 化セゾ ｙ ｾｊ の 綜合的計画設計にぶつかって

共同制作することもよく、又全体として突のところ我々

の予想以上の出来映であり、中には我々を態かせるに足

る優秀作をも発見 し得たことは喜びに越 えない。

〈筆者・竹中工務j古俊郎長〉



街 の 顔 を

美 し 〈

星 広 文

/ 一三 三ζ こと三= : 二h 三4 二d 戸 ミ ミ マ ー

街の顔を美しく ! 醜窓なポスター

や看板は都市のヰL、になりませんか、

ネオ γ サインにも芸術化の余地があ

りましょうし看板でも私しは看板美

術と言いたいと思います。

戦災で久しくこの醜悪さを忘れて

居りましたが最近叉ネオ γ }こブリキ

製ペゾキ塗り看板にポスタ F に都市

はまるで踊子のような厚化粧を競っ

ていますが、なんとか獲理ができな

いものでしょうか、例えば広告美!

のための美観地区とか} 定の場所を

設けて更に進んで税をかけてその数

まで制限すちことです。

人間の最も必要とする家庭の家具

に物品税をかけて、宣伝広告に税を

かけないのは広告屋の職業保護だろ

うか、そうだったら家具戦も保護す

べきだ治税政はむつかしいもの。

青い灯紅い灯、それからけばけば

しい宥担夏、広告塔などはな るほど都

会の花だといえるかも知れないが種

々雑多所きらわず並び立つ醜悪さは

むしろ近代都市の大きな悩みになっ

てきているのではないてーしよろか秩

序らる都市美がほしいものです。

もろ私等の造裂の| 世界にも春がき長

たのでしょうか、秩序えの慾筆、人間

だけしか持っていない理性の| 止界。

機械文化に} 時収だまさ u かけた20

佐紀の人間も真の機械文化の認識、

旬、真の人間性の認識の時代がやっ

て来ている。

二回も生き方tご就て大をな戦争を

した人間だもの犠牲者に対して申し

訳けないじゃなし泊、。

看板の話ーから飛んだ話がはずんだ

か本論に戻て先づブリキ裂ペ y キ塗

りの看板は大都市ではやめて隠しい

ものです、ネオ γ やポスターに絞ベ

てず ーと幼稚で見苦るしし、。ゴチ ャ

プチヤとむやみに数げかり多く大き

さも型も全くの無統制です、堺筋辺

の看板そずらりと見渡しても建物と

の調和が惑るく引立たないものが多

い様ですし、松屋町筋、天六、福島

附近に1-;1: 顔を背けたいような看板の

並列をみます。戦前の大阪駅前に「う

どんH 井H おやど」それに「おで

ん」あの融悪きわまりなきプリキ製

ベゾキ塗り看板、建物は大半治江v - 屋

建これが大阪の表玄関でした、アベ

ノ橋と築港の両玄関がか くならねば

よいがと念ずる一人です。

私しは建築家としての考えですが

本当をいうと宕敏広告では今日では

もう時代おくれで人目そひくために

は庖頭装飾と j苫内の感覚に重点をお

くべきだと思います現に都市のデパ

F トや丸善あたり‘ G相当のものを見

うけます。

而 しながら広告表板の問題も今日

の産業を主とする都市では重要の問

題で、なほ当分はハゾ ラγ 時代が続

くものと，思いますが、それ} てしでも

経蛍者も識者もモツト関心を持つこ

とです。

かつて私しは数年前に「往時権勢

威示のための建築は今はポスタ ーの

ための建築えと世はアドビル時代と

もなろう」と提唱したことがありま

したが更に進んで今は看板美術の時

代とも言いましよう、看板がいつま

でも気のきかな いソパカスだらけの

復製品のだらしなさ で軒先や入口に

ぶら吊ってるのはおかしい。近代商

業郡市の表徴1- ; 1: 看板美術から、そし

て最も尖端を行くコ γ マージヤルア

ートの流行見たらしめたいもので

す。

それには照明技術家も街頭美術家

も看板業者もモツト建築家と協力し

平行して努力することです。

建築家にも伎の向上を要求され建

築士法治:制定されーおいおい文化向

上されるはずだから、美術家にも美

術土法と云うものが出来て美術省が

出来ることになる。そうなると哲学

省が必要になって来る、随分ウヰス

キ戸が頭に週って葉巻も大方へった

が、兎角私の黒い目のらる間に東洋

のパ リー が日本の何処かに実現出来

て、原子力が真理の為に美しく飾ら

れる場聞を見度いものであ る。

そこで美術省の美術大臣も建築か

ら総ての造型美術に美しい「タグ

ト」を振 る時、始めて秩序; b る都市

美が生れ街の顔も美しく「ユ戸 トピ

ア」が現実に出現するでしょう。

〈株式会社・星工務庖代表取締役〉

( 39頁よ句続く〉

ともあれ私l玄、人聞が人間 として

の本当の喜こびを感じることの出来

る様な生活、或は仕事がしたいと思

いました。そしてこの丘の上から、

この「私の家」での生活の中から 、

ささやかではらっても私の詩と芸術

が、私とその喜こびをともにしてく

れる人々のために生まれて行くこと

を想ってみるのです。

さて求められるままに書いたこの.

絵と文が、と 5 とう私の一人よがり

に終ってしまった様です。私に与え

られた「若し自分が家を建てるなら

」と言う題の資が、果してどれだけ

成し得たかを案じます。

C筆者・京都市立美術大学美術学部〉
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石綿ス V ート標準仕様書

関 西 建 材 協 会 編

変形廷の一野に於ける所要枚数 (概数〉

四 百 粍 蓋 形 韮 普鰭萎 ｌ 一 ｉｾ 二定 Ｑ 仁Ｍ宅一 ｅ ネ建寸 ＱｉＴ 七ＸＵ 噛 0分ヂL  粍〉

仁十六吋コ

査二二ネ 寸吋一 Ｖ 半 Ｓ 分粍 ｾ ｉｾ 二三ネ寸ヨ Ｗ王 吋 6分粍コ 重 ネ 63 粍

仁 ヨd コ

30枚 32枚 57枚



波 型 板 配 亨1) 1順 序 図 76粍とし菱形主主に

仕合せ辞先週りに

政平を使用し、英

上に半間切板を重

ねそれより順次上

方に向って隅切小

平板をA ね掛け、

剣鋲く足長30粍〉

及平頭釘〈長36粍

〉を以ってお伊j 線

通り筋目玉ｾく入念

にまE上ぐるものと

す。但、野I也板を

使用せず越正Eとこ

するとを得。

。縦一文字葺模準

仕機君子

屋根: は野地板上

に下敷アスフアル トフェルト20

砥品をす寧に放詰め溢打ちの上

仁或は土居rf とし〉灰白色小平

板〈ω 0粍 x 2∞粍 x 6粍叉は4粍

!写〉を日本標準規格品を使用し

縦} 文字主に主主足 150 粍とし軒 、

先通りは政平を使用し順次通り

具〈重ね掛け、棟際反妥登仁ケ

ラメ〉共ω 0粍 x200粍角を使用

し本額五とし長さ36粍平頭釘を

以て入念主主上ぐるものとす0

0 横一文寺嶋準仕様告

屋羽詰1" 1 野刻版上にアスフアル

トプエルト20泡品を7 寧に敷詰

め曇打ちの上〈或は土居葺とな

し) 灰白台j、平板400粍 x200粍 x 6粍又は4粍厚日本槙準

親絡品を使用し、横一文字廷に五足76粍とし肝先通り政

平を使用し順次通り必くm: ね掛け、棟際、妥登共 200 粍

f(J 板を使! 日 L 本絹廷と L: 長さ36粍平i i J : 閉そ以て入念にま主

J : るものとすo ( 朝日ス レー ト株式会社提倹〉

，
，
 

h
v
 

d

 

均 一一 一 一 一一 一一

波型板蓋小屋断面母屋111の図

二、大卒板下見彊の部

下見は大平板、日本工業規絡品厚さ7.5粍を長さ 1820

粍巾33粍に切断せるものを使用し、鎧張とし羽意ねり:30

粍重な掛け績は突付頭として捨板 Ci l fI鉛鍍、 zι 阪2B番を

ハゼ折とせしもの〉を柱及間柱に当てがいたる上化粧釘

は長さ36粍其鍛丸頭捻子釘座金付〈隠し釘は長さ36粍亜

鉛鍍平頭釘を使用〉を柱及間柱毎に使用し何れもハ γ ド

ドリルを月j いて穿孔し水平通り兵く入念に葺上ヤるもの

とす。

。小平板菱葺

屋桜は野地板上に、下敷アス 7 "7 ) レトフェルト20託品

を丁寧に敷註b 塁打ちの上( 或は土居主主とし〉灰白色I J 、

板日本標準規持品400粍 x 400粍 x 6 粍又は 4 粍厚限切、

鋲穴、釘穴等事前に於て加工済みのものを使用し、l l i u

合 防 耐 い |式 |軽 は 間

電 大 会合 |理 騎 手 一 lE御採!  量 軽 仕

Z寄仙戸 祉奥資 自| 工的元J f- 多量量切

j l di 村重 I法. 全. ・ 且管金-生

宮高 兵 |資中経 用 は 天

一 町 衛 任 昼 量 一 骨 一

六 三 商 ・ 下臼を埜

付翌 二 回『官 I施 防 堅 一さ一進 一 「

工 昔 牢 | ・ 』
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〈昭和二+ 五年度〉

大 海 卯

柿 原 広 太 郎

背 膝 光 夫

中 村 肝

私 屋 重 量

ｾ 口 償

山-::<$: 義

教 育 養 員 会

委 員 長 中 野 順 次 郎

副 委 員 長 大 分 デ . 郎

同 持q! 口 i住 吉

委 員 同 凶 孝 外

同 J慢 桜 英 自11

同 小 来 持

向 車 甘 谷 繁 信

同 佐 務 武 雄

同 滝沢 ｊｉｾ 弓

同 rlJ: 村 m

岡 山 本 刺

同 誌 尾 健

住 宅 委 員 会

委 員 長 元 吉 9 J 太 郎

幹 事 小 林 消

同 塚ヌ1z E 八 白11

委 員 岩 木 IW 行

間 香 川 芳 ゆj

同 桐 本 側 雅

同 行 間 強 震

同 林 野 全 孝

岡 市j 野 陸 太 郎

同 増 田 幸 次 郎

同 矢 野 砲 作

同 音 樹 英 次

建築行政委員会

委 員 長 稗 且l 治

幹 事 越 凶 正 11券

I，ct 山 口 久 五 郎

委 員 大 下 Jl lQ 三 郎

同 ＱｾＺ 務武雄

同 資 藤 栄 三

同 阪 永 金 量

問 中 沢 誠 一 日1¥

問 中 原 仁

間 前 島 ! J J

同 藤 岡 忠 紘

夫

倒

1ft 

員委

問

問

問

問

問

同

一

志

平

荘

維

自11

生

育

土

日

夫

次

信

則

京者j¥支苦? 水 野 喜 一 郎

兵 庫 支 部 悶 赫 怒 文

同 熊 周 繁 蔵

同 事11 閏 省 、 三

間 早 兵 俊 夫

同 設 楽 貞 三

同 滝 沢 tJ; 弓

岡 野 町 泊 三

同 松 消i i万 太 郎

岡 山 内 嘉 兵 衛

問 tf Ri f，i - 武

中 国 支 部 生 丘r ｾ江良 Ｑ Ｑ

同 岩 間 勝 巴

同 古 林 義 数

間 近 藤 兵 凶 良11

向 日 谷 与

同 谷 川 政

問 ご 村 凶

同 藤 岡 正

九 州 支 部 井 上 正

問 小 栗 治

岡 部 与

問 問 中 m

編 集 委 員 会

委 員 長 大 林 芳

副 委 員 長 小 川 正

問 小 林 泊

幹 事 務 崎 喜 美 春

同 鴻 池 藤

問 白 石 I専

問 竹 中 錬

同 伴 秀 雄

同 松 浦 勇 太 郎

岡 山 本 竜 太 郎

委 員 岩 木 同 行

同 問 問 孝 男

同 彦 谷 主1I

同 福 関 税

同 期 口 甚

会事事委員会

委 員 長 松 村 雄

副 委 員 長 前i 織 殴

同 政 間 基

委 員 石 井

同 岩 佐

夫

郎

直

枇閣法人日本建築協曾役員委員

大 会 三 郎

大 沢 幸 平

岡 田 孝 男

香 ' 川 芳 明

柴 原 信 虎

小 梅 正 維

紺 谷 繁 信

斉 藤 光 夫

榊 弘 美

柴 川 伝 槌

問 中 民 :=: UII 

同 村 次 郎

高 椅 腿 夫

竹 花 末 春

谷 内 弘 次

谷 垣 正 雄

団 野 由 太 郎

津 村 玄

援 耕 作

中 野 古 瀬

i Z S 沢 藤 生

野 村 辰 雄

羽 原 徳 衛

浜 口 幹 三自11

日 垣 太 市 民11

稗 国 治

福 井 敬

古 市 峻 治

| 河野 E皇 太 郎

政 阿 誌 次

松 久 保 敬 三

同 市 長 官

同 村 島 移

同 矢野ｾＺＭ作

同 級 中 一 共

同 山 rL l 文 次

1;司 山 本 品 之 助

岡 山 木 義 樹

来 海 支 部 伊 藤 鉱

同 宮 村 次 UI¥

J;;: 筒l支自1¥ 小 崎 修

同 相11 Ａ野信 Ｏｊ ｾ f!l¥ 

岡 高 丘 治 季

問 中 村 金 三

間 半 図 作 太 郎

部本

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

問

問

同

伺

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

事 会

竹 腰 健

井 上 新

大 林 芳 郎

浅 沼 猪 之 吉

尾 崎 久 助

桐 木 楠 雅

佐 竹 則 姦

銭 高 輝 之

高 椅 鹿 夫

滝 沢 良 弓

団野由太n J ¥

藤 木 正

2三 広 文

松 村 雄 吉

山 田 文 次

吉 田 安 三 郎

大 下 JI瞭 三 郎

栗 原 信 虎

提 案件作

目 垣 太 市 郎

小 川 正

海 崎 喜 美 春

小 林 治

鴻 池 藤

白 石 博

竹 中 錬

伴 秀 雄

松 浦 m太 郎

山 本 竜 太 郎

妹 尾 一 夫

松 久 保 敬 三

評 議 委 員 会

議 長 鈴 木 末 尾

副 議 長 中 野 IIKi 次 郎

/1>: 1部 秋 山 俊 一

同 浅 海 治 平

岡 飯 間 精 次 郎

同 池 上 勝 郎

同 池 岡 達 雄

同 石 川 純 一 日1¥

同 石 川 安

岩 崎 甚 太 郎

岩 本 博 f f

大 海 卯

造

二

理

会 長

副 会 長

同

理事主記

同 同

同 同

同 問

問 問

同 同

同 悶

同 悶

同 問

問 同

同 同

同 同

同 問

同三主計

同 ，問

問 同

同 同

同 編 集

同 問

問 同

同 同

問、同

同 問

問 問

同 同

同 同

Eま z]J

同
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雅

三

夫

郎

夫

馨

孝

造

郎

治

夫

克

郎

吾

郎

摘

省

俊

水

王

位

決

毅

正

憧

敏

一

様

太

正

U
頃

U

U

H

W

旬

証

ι
H
ヲ

本

間

具

付

村

山

内

腰

配

属

探

口

井

船

野

町

内

'桐

利

平

島

問

高

竹

竹

中

称

古

兵

憎

水

村

一

元

山

同

同

問

問

同

問

同

同

同

川

向

同

同

阿

向

同

同

問 中 野 吉 調

同 羽 原 徳 衛

同 布 施 忠 司

同 益 尾 辰 雄

同 三 木 栄 ilil

岡 村 島 彰

同 森 山 朕 次

同 森 本 文 意

[，U  横 尾 義 民

建築資材審査委員会

委 員 長 置 峰 主主

副委員ー長 岡 凶 孝 男

幹 部 小 松 文 明

同 竹 内 成 夫

同 西 村 勝

委 員 井 手 正 雄

同 奥 島 正

同 加 島 信 之 輔

一一
鷲 尾 健

五 百 減 芳 明

飯 岡 相 次 QI ¥

池 上 11券 W¥

池 田 述 縦

岩 津 i[ 司

上回 Ｑｾ 治

大 下 }I[fi =: m:  

奥 島 正

鬼 武 { ; ;--夫

菊 地 庄 太 郎

小 泉 昇

小 凶 岬

榊 弘 美

島 国 債 太 郎

高 橋 A ! 夫

谷 口 尚 武

塚 本 猛 次

員

問

委

同

同

同

同

同

同

同

同

M

M

同

同

同

同

同

同

委 員 水 谷 正 男

同 薮 中 一 及

譜負規程改正委員会

蚕 員 長 尾 崎 久 助

幹 事 厳 中 一 良

委 員 菅 谷 三 自1¥

同 妹 尾 一 夫

岡 田 a辺 信

同 那 須 武 雄

岡 藤 板 捨 治 虫1¥

岡 松 久 保 敬 三

向 山 口 久 玉 虫1¥

同 鷲 尾 九 日1¥

災害調査委員会

委 員 長 池 田 宮

副 委 員 長 期 口 基

幹 事 津 村 意

向 伴

彦

古

口

く大阪市建築局整地部〕

京都市左京区下鴨葱倉町60

く株式会社共栄社〉

問淀川区野里東3，14:第3設志望美

( 淀川製鋼所ヱ務課1

守口市寺内町1の65 C松付組〉

京都府乙訓郡久世村字築山

〈大林組〉

東住吉区周辺本町7の28

仁大日本土木〉

西区京町痢上i湿り 1の33 向社内

C銭高組〉

布施市俊徳間J l の1838 ( 自 常〉

堺市少林もこ問J Jt[ 1の7 (  1/ )  

布施市近江堂485( 八尾市土木課コ

尼崎市坂口和! 楽闘88号- ( 大林組〉

北区天満橋筋2の33 ( 自 営〉

内成| メ: 松田町1の50 ( 高島土木〉

者11島区友淵mr336 ( ' 銭高組〉

奈良県生駒邸都 山町 大 ｾｊＢＧＺ Ｚｊ ｴｭ ｬ 山 ＳＷＰ

C糊 也知コ

貝塚市中960 く自 営〉

兵削減H 1 郡鳴尾刷、曾; 泌同社内

〈善野工務Jわ

ｦｌｾ ｩ 当市甲 子園 口 Ｓ の ＵＴ く 内 営3

1ill 区豊塁間J L758 亡者11島工高学校〉

大正区大正i盈6p 143 同脳内

〈鍛谷工務庖〉

盤 ｾ Ｇ ｉｬｲｬｪ 曾以 ＳＷＨ 日東コゾタリート〉

-=b: 

S斗

夫

ｾ主

己

介

海

市民〈 泰

径 回 美 智 治

合 本 fpj 域

国 友 忠 雄

f ! ，- : 竹巴之助

高 島 太 郎

商 問 弘

前 橋 素

繍

i長

義

博

率

業

チ|ニ

崎

*  

子

手

五百

臼

尾

岡

金

)I[ 

静

く本 部〉

旭 大 理 石 工 作 所く1) 旭 区大宮町5，6

建 築 工 業 新 報 社 く1) 東住吉区北田辺町68

小 林 建 築 事 務 所 く り 東 区 南 久 宝 寺町5，18

鈴木シヤタア工業株式会社く1) 北区茶屋町33

大 同 鋳 造 株 式 会 社 く1) 南区}IW腿 町1，20

丹 後 工 業株式会社( 1 ) 福島区海老求中1，9

東 亜 工 業 所 く1) 此花区凶白島大通1，8

株 式 会 社 中 村 組 く3) 東住吉区駒川町7，12

仁株〉 くろふね工芸社( 1 ) ニIt l乏高塩町19

仁株〉鶴 岡 組( 1 ) 芦屋市東芦屋町147

松 井 建 築 事 務 所 ( 1 ) 旭区新森小路中2のH 3

く 東 海 支 部3

石原産業仁株〉総務総( 1 ) 三主主県南牟基UlI S入鹿fi 板屋

者

動

器裂

曾

員
A  

ｾ＠

入

二 号 正 会 員
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辻 義 雄

戸 明 愛 太 郎

生

茂

山

氏

美

嘉

日券

井

永

倉

土

友

名

口話ｾ

尼崎市建家間J38

八尾市首童書 ｾｭｲ 竹淵 ＵＴＸ

( 安井建設株式会社〉

尼崎市昭和南通4，90 く自 営〉

芦屋市前田町15 く竹中工務庖〕

中河内郡松原町高見

員

部〉

逮 np，

駒 忠 彦

伊 崎 秀

石 河 晃 太 郎

出 水 正 良

ｾ＠

・""

正

本

安

生

r
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早 川 幾 次 郎 南区東活水町2 仁向 常〉

原 川 一 巳 堺市砂道問J 2 大辛口川| 府位232号

仁大阪刑務所〉

東 尾 七 自 [ ¥ 住吉区j ! _ &/ 佐ノ江町4の21

仁新聞格革製造所コ

i森 田 昭 総 東淀川区木川東之町2の36

仁日Jj 産興業〉

松 木 fJ]，. 堺市浜寺公円町1の31

仁大阪府営絡課〉

丸 井 | 勝 美 奈良県生駒郡郡山町字臨32

仁近鉄上本町営業局コ

村 井 許可数 神戸市三日磨区上細沢町6C大林組コ

村 上 好 文 堺市三悶ケ丘御幸通.6 C自 営〉

く兵庫支部〉

榎 手リ 夫 尼崎市坂口上陸長1025，1

仁三都建築事務所〕

上 島 為 治 明石市上ノ: 丸1，3280

く三井倉庫K K )

大 隅 武 夫 兵庫県武庫郡鳴尾村仁明和工務脂〉

谷 弘 之 助 明石市首新町五ノ 114

く明石土建工雪t K K )

原 田 光 明 兵庫県美護郡三本町府内

仁三木建築K K )

藤 本 義 兵庫県加古郡二見町福里

く東洋紛続月見工場〕

政 所 好 策 神戸市灘区高羽竹丸

く新扶桑金属 K K )

石 田 耕 治 姫路市純子区新在家幸問J1267の1

( 有〉大宝工務庖

坂ｾ一之助 神戸市主主合区小野柄通り 7の1

仁消味建設( 株〉

松 本 ; 消 ー 明石市二見町西二見 :t W洋紡社宅

10号 仁東洋紡績〈株〉

吉 田 稔 彦 神戸市萎合区鶴田町5の13の1

仁自営〉

准
，3 2、E  

員

( ヌド 説。

tvI3  t f  
1I1 nFl 東欧l豆大今里本間J l ， 596

ス チ ー ) ! - サ ッ シ ユ

48 

// " f ア -

F  シャッター

オベレーター・イrl1縮戸 ・商格子

設 計 ・製 作 ・修 理

日本サッシユ株式会社

大 阪 市 東 区 高 麗 橋 二 丁 目 九 者 地

電話土佐堀@ 2995. 3979若干

( 東郵便局郵便課3

仁和歌山支部〉

角 蹴 展 和歌山県那賀都田中村大字赤尾

松 原 康 雄 和歌山県那賀郡田中村字打田

弁 崎 消 ー 和歌山市王渓mJ 2の5

仁光風工高〉

川 激 武 次 郎 和歌山県海草郡岡崎村井辺

中 野 仲 太 郎

湯 原 渉

。京都支部コ

北 村 泰 造

中 g_ F { 潔

村 出 芳 =

t 自 営 〉

和歌山市t問屋敷西ノ丁5 C  1/ )  

和歌山市広瀬中之町3の11

仁和歌山市建築課〉

京都市下; l ; ( 似二本屋町通松以上ノレ

C:h(伺l府教委主i嚇局〉

京都市左京区岩倉下在地60

仁大鉄京お1¥.建築lベ〉

H  下京区西七条八反町21

仁塗装建築補ｾ所〉

会員倍加会告書に御1hhj J 下さヤます各伎に刻し協会当局

ｬ Ｇｴ深〈感謝致して居りますので近ｾ将来何にかの方法に

依て謝意を表し度〈存じます。

「建 築 講 座」 日本建築協会発行

今般建築学科全般に亙って建築士訴験を対象としつつ

再研究を望む人にも有意義なように去る一月会告せし建

築講習会を開催致しました。

場所は者1¥島工高に於て二月三日より同月二十六日迄、

700 余名の多数の然心なる聴講生が来識され亦講師各位

も適切なる講義に依り誠に好評を憎しつつ先ず第一回 の

講習会は終諮致しました。

英の時の ｾＯｬ ｩ 師会体のテキストが合本されヨ Ｑ］ 聴講生の熱

望と地理的に広き声に答えて小数乍当初J会事務局に準備

する事が出来ましたので残部少き故至急御申越しららん

事を望みます。

B 列 5号 本 文 370 余 頁 定 債300 円 書留小包料

65円

「地震と其対策の常識」

日本建築協会災宮委員会編

好評の上記パヅフレツトは昨年来広く分顕して綾部少

くなりま L たががIl j若干の手持あり 、希望の方は品切れに

ならぬ内申感下さし、。

ｦｾｊ 本パンフレツ トにより学校、 会社、組合 、各 会、に

地震と英対策の常識の普及を念願としているに就き各伎

の御斡旋と御支阪を熱望している。

B 列 5 号、本女28P写昆 8 P 会員一部定償- l O円

会 員 外 定 債50円 浴 料 6 円



d 色.

Z コE 務 c十三月分〉

理事会 7日 2時より朝日ピルてー滝沢主詑外 10 名出席、

m; 築講習会開催の件一関知; 決定、朝日ピル:[ J (務室対策

問姐の件一次回再検討、 ジエ戸 γ 台風言巳よ長会誌に掲載

の何 ｌ ー Ｒ 月号に掲載決定、関 ｬｬｾ 辿材会より同 ｉＯ ｈ の ｦ ｩＧＭＭ一

次同再検討、ヰ( 務局職員下 、向切貸与支給・のf トー支給決

定会員詮御一入辺会承認、 ｾｴ 他銀行 ＱＰ 件

2G目 2nをより犬神崎分室 C竹際会長外8名出席、。l

允35周年記念布業の宇1:-一次回に審議、建築と社会誌、定

flUi 改正の什: - . 80円に改正決定、i Wr 年1 y 腿; I ] i 会開催日の

ｦｉＺ ＭＱ 月 ＱＸ 円 γ 決定、大ｾ［Ｎｦ［副会長、制也周期帰朝歓迎

会のf t - 大阪建設業協会と共同主催℃開催方交渉、共

他報告5 件。

会軍事委員会 2 8  2時より 天事111喬分室で政岡副委員長外

7名出席、 1月以降見学会計i由iの件、会員倍加運動の件

;l t他を訴した。

大阪高等裁判所見学会 1181011寺出席者32名により公平I1

廷傍聴、所内建物見学、検事の議決等総収、午後 2 時

30分脱会裡に散会した。

建築講習会委員会 22日3時より朝日ヒツレで井上副会長

外13名出席して閉会、井上副会長より中野順次郎氏を

蚤日長に委 ｉｾ ｊｪし同氏により万司 ｉ 進行 Ｍ する骨 扶妙、委員

長を中心に兵休案作成1月末より開講し2月末日までに

終る織計l由iすることに決定した。

続輯委員会 7日3時 より、 J:Vl r J ピル本会々議室℃小)11日IJ

委員長外 7 名出席、 12月号雑誌批評及n!1;j<1l 26年度の表

紙凶集の審夜、 2月号編締企1"位 mUI忍喋と決定。

2 1 8 3 時 より 、i:OJ R ピル本会々議室て小川副委員長

外S名出席、日間日26年度担当号迄の制締ブJ 針 と3月号の

1長)Ilii と広告部員との懇談。

会 務 c一月分〉

理事会 18日正午より朝日ピノレ℃竹限会長外12名出席、

創立35) 品年記念事業計l也lの付一三委員会を設け計l血iする

ことに決定、itii 常総会開舵のfl 二1 月30日開催に決定、

弁上副会長逝去につぎ香花別JW供の何= - - ) 的供決定、大

和] j ¥務理事病気につ: : : ! 見舞金制阜の件」 附 皇決定、 会

民 投衡・ 一 入 ｪ 忌会承認、兵ｻ也羽 ｾＱＱ ，Ｐ 3 件。

中座観J l IJ会 20日4 時より出席者40名ーι 東西合間取調: 伎

をdJ1J 刻、会務委員長寄贈の土J権袋を出席者一同に塁し

マ.
れ」 。

高島屋と メトロ見学会 23日10時30分より約60名出席の

下 に高島屋新館を見学後特別室で設計者坂倉準三氏よ

り詳細な説明をE蝦、高島屋より茶菓共他の接待を受

けて盛会複に散会、引続き第 2 会場の メトロに於て施

工者税ミ式会社鈴木専務の詳細々説明を聴会 、向性より

茶菓の饗応を受けて 2 時30分意義あ { I見学会を終了し

守 働

， ｾ 。

通 常 縮 会 羽 田 2 時より朝日ピノレで竹腰会長議長の下に

出席者13名で開催、' Ef i J]l並びに評議員の半数改遊を行

い C二月号会 ;i 干のi湿り〉的問問惟i 1: ' Elo件、昭和24o下度

決算司張 (tt 、n-p，平f125年度予J . l 及び更正予算のnを; 議了し

可 ー

'‘ー。

大林副会長、鴻池理事錫朝報告会並びに歓迎会 29日

1 時30分より大阪建設業協会と共同主総の下に建設会

館で開催、出席者約 100 名らり両氏から夫々有設な視

察報告カiらった 仁鴻池理事よ り写真及び吹Irbj の撮影ら

り〉 終って 4 時より観迎会に移り竹腰本会々長、市村

建設業協会副会長の問迎の昨に対し両氏より謝辞あり

て開宴 711寺半焼会裡に散会した。

編集委員会 9 8 4時より大阪建設会館会説室にて大林委

員長外10名出席26年度編鰐方針に於て記事中広告を基

準寸法にする革、活字 8 ポに依りスライド制に原稿糾

決定カットの作者を一年間専任と決定し議事終了後、

大u委員長の米国よりの帰朝談とフオ 戸ラム社。ア ー

トアゾ r ア戸キテクチユアtt 。ア ーキテクチュアルレ

コ F ド祉の三位と建築と社会に写其版の蛇峨許可を得

られた報告あり編集委員一同感謝し新年の初会合を終

えり。

..................................... .. ....... .. .........，... .. .，・・・・・・...目・......:

・ .  .  
・ .

- ^̂"̂ "̂、F 帆

人 を 求 む

① 旧専門学校程度のｾ唆砕ｽ出身者にして 、 将来

互L喋事務所経Ir{ の志を有する叛意ある誠実泳・を希

望。 gyJ 務地"1国某建築事務所、三主として広島、山

口県下仁入所後漸次高I j 所長 としで待過す ろ外、相

互の訂版lによりて事務所淡波をも考慮する。

① 大学: 又は山専門: 学校建築科出身者に して符主主

日本の建材} # に' A 飛せんと志す有能の土を求む。

勤務t也大阪Z支 庖 C本社J!u7( に在るオマH有数の某建

材・会社にしで採用後大要社業に通じ次第支出長又

は幹部に嘱しｾの職に相応ぬき待遇を 以 てお迎え

する。無経験者の方 を歓迎します。

以上①①共履賂書多数頂L 、て庇りますが#1お御

希唱の方は歪包履歴書と写山: 御遡付下 さい。又友

人知己共他御心当りの方 もあらげ御紹介御斡旋方

闘います。

日 本 建 築 協 会

本f l H卸述絡は事務局長宛親展の事。

26.  3. 5  

-.目φ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・e・・・・....... ・・・・・・・.. ... ...，. ... .，.... ...... ....
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曾
.tf:. 

E ヨ

株 式曾枇 高 凹アノレミニワム製作所見 皐舎開催

標J己見学を下誌の通り 催 l ますから折返し御申込み下 さし、。

1.  日 時 3 月27臼( 火〉午後 2 1時集合時間励行( 附雨不論〉

1. 集 会 所 高田アルミニユ F ム製作所. i E 門仁堺市海山町6の224Wt! 4120)

道j阪 市 電 出 品 鋭、三宝事底的下車東北2り米

1.  会 費 30円〈申込みと同時に払込みのこと〉

1. 申込締切 26日午前中、{ ! J し予定人員に達したときは羽目前でも締切る

会勢委員会委員長 松 村 雄
士

ロ

会 員 各 位 へ 御 願 ひ

来 る三月末は本会年度決算期であります。御承知の通り 昨 夏 来 家 賃 統 制 撤 廃 後 借 室 料 の 暴l賂や時局

の影響で雑誌、費、集 金 夜、其イ也諸経費も著しく自然増と君主 U、 と の た め 綜 合、電 気、管工各部門から

夫々御援助を受け 、嚢に審議を得ました通 b 、更正予算を作成 lベ、辛うじて今日に及んで・いる状態であ

b まずが、 此健の状態で決算? と主主せば相当額の赤字とたり 危機? と直面します。 一面 会 費 の 払 込 が 大 変

遅れ ている 向が 相 当 数 に あ b 、之 等 遅 払 の 会 員 各 位 が 深 き 御 理 解 の 下 に 会 費 払 込 に 御 協力、 完 納 さ れ

る友ら ば、 予 期の決算が出来ると同時に目下編成中の} 廿六年度収入予算に確実た基礎を把握する事が

出来 ま す、会 し 未 払 会 員 の 御 協 力 と 御 援 助 が 足 り た い 時 は 多 額 の 借 入 金 を 必 要 と し、 明年度事業計画

も立ち難く 、会務も渋滞する: mーとなります、 斯様主主重大主主岐路に立てっている事を 充 分御 賢 察 の 上、 請

求 書走受けられた方は三月迄の未挽額を是非三月中に御梯込み下さる様お顧い申上ます。 ( 会授は一

ヶ年分前納の規定〉

御 払 込 は 三 月 号 挿 入 の 振 替 用 紙 ( 払 込 料 協 会 負 担 〉 を 御 利 用 願 う の が 一 番 便 利 で 確 実 で す

追而定款第17条 に あ る 滞 納 者 の 権 利 停 止 除 名 云 々 の 事 は 長 期 の 滞 納 者 に は 会 の 運 営 に 支 障 を 来 た す

為 整 理上止むを得ず処置いたしまナカ宝、希 く ば 会 員 各 位 の 絶 大 な 御 協 力 に よ り 、斯 様 な 項 は い'つ も 空

文であ る事を念願するものであります。

昭 和 2 6 年 3 月 1 日

編 集 後 記

社 団 法 人

講和がすぐそこにやって来たよ うなひそかな喜びも、

〆レス特使が帰国されて日の治ぐるにつれ11] : 界経済の波

溺グ岸辺に強よく打ち上げられ、建築界もとかく 仕事が

しにくくなって来た。

私等日 常生活に深〈溶け込みすぎた二月堂の御水取の

儀式は無関心の中に過ぎ行こうとしてしJ る三月の中場、

此の住宅特輯号を御送ずる。

凶 月の春の若 芽 の 力 強い姿を ｾ ｉ ｕ ｉ しも ￯ｬ ｬ ￰Ｍ 付 けられる

イマジエ、 造型芸術家と L ての往築家は此れをモチ ーフ

として; 忘れられない此の季節をWHこ。若し |当分刀家を建

てるならを主題とする特艇を25年度嗣明委員会のエヒω ロ

ｆ グの 一 こまと Ｑ 企 ｩｬｾ ｩ した。 叉 木 Ｔ より大林偏締委員長
の 御 践で転 ｩ 伎の許 Ｚ Ｍ ｾｊ を得た ー とつに Ｗ 戸ト アンドア ー キ

テ P チユア ー誌の写兵を トヅ7. に飾ることにした。

米国の文化の一端を紹介出来る喜びは同時にヨ 戸ロツ

パ 戸 支も「建 築 と社会」は駒 ｾｌ ＱＡｴＱ，、と思わずにはいら

れない。会員諸兄の愛会の情を望みつつみ; 号をア メリカ

特鰐号とする。

50 

日 本 建 築 協 会

主 記 理 事 主 計 理 事

建 築 と 祉 会

第 3 2 輯 第 3 号

東f貨1部80円 く主主料共〉

昭和2G&f・2月25日印刷 ・昭和26年 3 月1日強行

編集発行人 戸 J Il "51、

発 行 所 吹 田本建築協会

大阪市北区 中ノ烏3 ノ3朝 日ピル

' l l よ話 北 浜 @1334- 9 番

振 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6  

印 刷 者 網 野 栄

大 阪 市 北 区 堂 山 田J 6  6  

印 刷 所 研 文 社 電量崎③鈎56
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